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【
要
約
】
　
近
年
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
政
治
結
社
（
ク
ラ
ブ
）
研
究
に
お
い
て
は
、
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
や
政
治
文
化
論
に
基
づ
い
た
研
究
が
盛
ん
で
あ
る

が
、
ク
ラ
ブ
の
地
方
政
治
へ
の
関
与
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
は
依
然
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
ま
た
社
会
学
者
ハ
…
バ
ー
マ
ス
の
「
公
共
空
問
」
論
と

ク
ラ
ブ
の
関
係
を
問
う
研
究
も
端
緒
に
つ
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
本
稿
で
は
以
上
の
問
題
を
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
を
例
に
検
討
し
た
。
そ
の
結
果
、
ク

ラ
ブ
は
請
願
書
な
ど
の
間
接
的
な
政
治
へ
の
影
響
力
だ
け
で
は
な
く
、
メ
ン
バ
ー
の
行
政
職
へ
の
浸
透
や
市
監
視
委
員
会
の
創
設
な
ど
を
通
じ
、
市
の
政

治
に
直
接
的
影
響
力
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
、
共
和
二
年
以
降
は
、
ク
ラ
ブ
自
体
が
公
共
的
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら
に
「
公
的
」
機
関
と
し
て
地
方
政
治

に
関
与
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
は
、
市
民
に
よ
る
「
政
治
の
主
体
化
」
と
い
う
特
徴
を
も
つ
政
治
約
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
で
あ
り
、
革

命
の
初
期
に
は
「
世
論
」
を
生
み
出
す
力
を
持
ち
得
て
い
た
。
し
か
し
共
和
二
年
秋
以
降
、
ク
ラ
ブ
が
行
政
機
関
化
す
る
こ
と
に
よ
り
自
由
な
議
論
は
行

な
え
な
く
な
る
。
こ
の
た
め
、
議
論
に
基
づ
い
て
「
世
論
」
を
形
成
す
る
「
公
共
空
間
」
の
発
展
は
恐
怖
政
治
期
に
阻
害
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
え
よ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
　
八
○
巻
四
号
　
一
九
九
七
年
七
月

は
　
じ
　
め
　
に

フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

各
地
で
人
々
が
参
加
す
る
政
治
結
社
（
日
ク
ラ
ブ
、
民
衆
協
会
）
が
叢
生
し
、

政
治
論
議
を
た
た
か
わ
せ
る
場
と
し

て
発
展
し
た
。
こ
れ
ら
は
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
と
そ
の
地
方
支
部
の
ク
ラ
ブ
で
あ
り
、
そ
の
数
は
六
〇
〇
〇
以
上
に
も
の
ぼ
る
。
地

方
の
ク
ラ
ブ
は
、
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
と
、
ま
た
地
方
の
ク
ラ
ブ
同
士
で
連
絡
を
か
わ
し
、
様
々
な
政
治
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
た
。
そ
し
て
ク

ラ
ブ
で
述
べ
ら
れ
た
意
見
や
方
針
は
様
々
な
形
で
人
々
の
耳
目
に
触
れ
、
そ
の
生
活
・
心
性
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
い
う
な
れ
ば
、

こ
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れ
ら
の
ク
ラ
ブ
が
フ
ラ
ン
ス
革
命
と
い
う
政
治
上
の
大
事
件
を
「
下
か
ら
」
支
え
、
新
し
い
秩
序
の
艀
化
器
の
役
割
を
担
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
②

　
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
、
地
方
の
ク
ラ
ブ
と
も
、
一
九
世
紀
以
来
、
研
究
が
な
さ
れ
て
き
た
が
、
近
年
研
究
の
組
上
に
あ
が
っ
て
い
る
の
は
後
者
で

あ
る
。
そ
の
先
鞭
を
つ
け
た
の
は
プ
リ
ン
ト
ン
で
あ
り
、
彼
は
社
会
学
的
手
法
を
用
い
て
個
々
の
事
例
に
留
ま
っ
て
い
た
地
方
ジ
ャ
コ
バ
ン
の

　
　
　
　
　
　
③

研
究
を
総
合
し
た
。
彼
に
よ
り
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
主
に
中
流
以
上
の
人
々
で
あ
る
こ
と
や
、
ク
ラ
ブ
の
政
治
的
活
動
、
信
条
な
ど
が
明
ら

か
に
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
研
究
成
果
は
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
を
孕
み
な
が
ら
も
、
大
筋
で
認
め
ら
れ
多
く
の
個
別
研
究
を
生
む
こ
と
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

な
っ
た
。
わ
が
国
に
お
い
て
も
リ
ヨ
ン
の
民
衆
運
動
と
結
社
に
関
す
る
小
井
高
志
氏
の
業
績
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
地
方
ク
ラ
ブ
の
実

証
研
究
は
民
衆
運
動
研
究
の
延
長
と
し
て
の
性
格
を
も
っ
て
お
り
、
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
対
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
と
い
う
構
図
の
な
か
で
検
討
さ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。
し
か
し
一
九
八
○
年
代
以
降
、
フ
ユ
レ
ら
に
よ
る
正
統
革
命
史
学
批
判
の
な
か
で
展
開
さ
れ
た
「
結
社
」
の
役
割
の
再
評
価

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

や
、
社
会
的
結
合
（
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
）
論
の
興
隆
の
影
響
を
受
け
、
ク
ラ
ブ
研
究
に
は
新
た
な
潮
流
が
生
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
特
色
は
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

や
そ
の
中
で
生
ま
れ
た
棚
度
を
政
治
文
化
と
し
て
捉
え
、
ク
ラ
ブ
の
長
期
的
な
影
響
力
や
「
文
化
変
容
」
に
注
目
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
ク

ラ
ブ
は
、
社
会
学
者
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
公
共
圏
」
（
「
公
共
空
間
」
）
論
と
の
関
係
で
も
注
目
を
集
め
て
い
る
。
彼
は
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に

「
市
民
的
公
共
圏
」
が
「
一
夜
に
し
て
」
出
来
上
が
っ
た
と
し
て
、
「
公
共
空
間
」
の
発
展
と
そ
の
支
柱
た
る
結
社
の
叢
生
を
関
連
づ
け
て
い

⑦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

る
。
こ
れ
を
補
強
す
る
実
証
研
究
と
し
て
は
、
モ
ニ
エ
の
パ
リ
の
結
社
に
つ
い
て
の
成
果
が
出
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
比
較
研
究
が

待
た
れ
て
い
る
。

　
一
方
、
地
方
の
ク
ラ
ブ
を
総
括
す
る
研
究
も
、
近
年
相
次
い
で
出
さ
れ
た
。
ま
ず
ケ
ネ
デ
ィ
が
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

ブ
』
に
お
い
て
、
一
七
八
九
年
か
ら
九
三
年
五
月
ま
で
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
全
国
規
模
で
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
高
等
社
会
科
学
研
究
所

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

刊
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
地
図
幅
シ
リ
ー
ズ
の
第
六
巻
『
政
治
結
社
』
（
ブ
ー
ト
リ
…
及
び
ブ
チ
エ
編
）
は
、
全
国
の
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
提

出
さ
れ
た
研
究
の
集
大
成
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
の
全
国
的
な
叢
生
を
明
瞭
に
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
少
な
く
と
も
五
五
一
〇
の
自
治
体
に
六
〇
二

七
の
ク
ラ
ブ
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
の
立
地
、
情
報
交
換
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、
設
立
時
期
も
検
討
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
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ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
に
関
し
て
は
、
ク
ラ
ブ
を
、
政
治
討
論
を
主
な
活
動
と
す
る
こ
と
、
非
会
員
に
も
門
戸
を
開
放
す
る
こ
と
、
他
の
ソ
シ
ア
ビ

リ
テ
に
対
し
て
排
他
的
で
あ
る
こ
と
と
い
う
、
三
つ
の
性
格
を
も
つ
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
し
て
特
徴
づ
け
て
い
る
。
そ
の
他
ク
ラ
ブ
の
構
成
員
に

つ
い
て
は
プ
リ
ン
ト
ン
を
評
価
し
な
が
ら
も
地
域
的
特
性
の
重
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
研
究
の
潮
流
に
鑑
み
て
、
い
く
つ
か
の
問
題
点
が
あ
げ
ら
れ
よ
う
。
ま
ず
総
合
的
研
究
が
示
し
た
ク
ラ
ブ
像
は
地
方
政
治

と
の
関
係
が
考
慮
さ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
ク
ラ
ブ
の
地
方
政
治
へ
の
関
与
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
探
る
こ
と
が
課
題
と
し
て

残
さ
れ
て
い
る
。
次
に
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
や
モ
ニ
エ
の
主
張
す
る
よ
う
な
「
公
共
空
間
」
の
発
展
は
実
際
に
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
革
命
の
局
面
で

変
化
は
見
ら
れ
な
い
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
、
プ
リ
ン
ト
ン
の
出
し
た
結
論
の
妥
当
性
に
つ
い
て

も
研
究
の
蓄
積
が
必
要
と
な
る
だ
ろ
う
。
本
稿
は
、
地
方
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
、
以
上
の
よ
う
な
問
題
を
中
心
に
検
討
す
る
。
そ
の
際

ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
の
対
象
を
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
中
心
都
市
ル
ー
ア
ン
に
設
定
す
る
。
そ
の
理
由
に
は
、
史
料
的
問
題
と
ク
ラ
ブ
の
立
地
状

況
に
示
す
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
ー
ル
県
（
ル
…
ア
ン
が
県
庁
所
在
地
）
の
特
別
な
位
置
が
挙
げ
ら
れ
る
。
セ
ー
ヌ
・
ア
ン
フ
ェ
リ
ュ
ー
ル
県

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

は
、
ク
ラ
ブ
の
数
が
二
〇
〇
（
全
国
平
均
の
七
倍
弱
）
と
多
く
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
共
和
二
年
に
創
設
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
県
は
ジ

ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
ク
ラ
ブ
が
爆
発
的
に
増
加
し
て
お
り
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
役
割
に
つ
い
て
注
園
に
値
す
る
地
域
な
の
で
あ
る
。

　
で
は
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
研
究
史
に
つ
い
て
整
理
し
て
お
こ
う
。
一
九
世
紀
半
ば
か
ら
今
世
紀
初
頭
に
か
け
、
ゴ
ス
ラ
ン
、
ク
レ
ラ
ン
プ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

レ
、
シ
ャ
ノ
ワ
ー
ヌ
・
ダ
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
の
三
人
が
、
ル
ー
ア
ン
の
革
命
期
の
情
勢
を
概
観
し
て
い
る
。
特
に
ク
レ
ラ
ン
ブ
レ
は
主
に
一
七
九
二

年
か
ら
九
五
年
ま
で
の
各
行
政
機
関
、
ク
ラ
ブ
、
裁
判
所
な
ど
の
活
動
を
細
か
く
論
述
し
た
。
し
か
し
い
ず
れ
の
研
究
も
分
析
は
ほ
と
ん
ど
行

わ
れ
て
お
ら
ず
、
叙
述
は
ナ
ラ
テ
ィ
ヴ
な
も
の
に
留
ま
っ
て
い
る
。
近
年
の
研
究
で
は
、
マ
ゾ
リ
ヅ
ク
が
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
革
命
祭
典
の
分

析
を
行
い
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
思
想
の
変
化
を
主
張
し
て
い
る
他
、
九
三
年
一
月
の
王
党
派
の
デ
モ
行
為
と
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
台
頭
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

関
係
な
ど
を
論
じ
て
い
る
。
彼
の
砥
究
は
個
々
の
事
例
に
即
し
て
そ
の
時
期
の
政
治
エ
リ
ー
ト
の
意
識
を
探
る
も
の
だ
が
、
結
論
と
し
て
は
ジ

ャ
コ
バ
ン
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
強
調
と
、
民
衆
教
化
と
い
う
祭
典
の
性
格
が
導
か
れ
る
程
度
で
、
ク
ラ
ブ
の
役
割
を
示
す
も
の
で
は
な
い
。
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こ
う
し
た
先
行
研
究
の
問
題
点
は
、
事
件
を
断
片
的
に
と
ら
え
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
自
体
を
考
察
の
対
象
と
す
る
観
点
が
欠
如
し
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
討
議
・
活
動
の
変
化
な
ど
は
未
解
明
の
ま
ま
で
、
研
究
自
体
も
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
や
政
治
文
化
の
視
点
に
乏
し
い
。
ま
た
メ

ン
バ
ー
の
分
析
に
つ
い
て
も
ほ
と
ん
ど
手
つ
か
ず
の
ま
ま
で
あ
る
。

　
以
上
の
問
題
を
踏
ま
え
て
、
次
章
以
下
、
次
の
よ
う
に
論
を
進
め
る
。
ま
ず
第
一
章
に
お
い
て
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
そ
の
リ
ー
ダ
ー
の
職

業
・
社
会
構
成
、
さ
ら
に
メ
ン
バ
ー
の
市
議
会
○
○
霧
Φ
出
σ
Q
曾
騨
巴
へ
の
進
出
を
検
討
す
る
。
第
二
章
と
第
三
章
に
お
い
て
は
一
七
九
二
年
七

月
か
ら
九
四
年
七
月
ま
で
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
検
討
す
る
。
そ
の
際
ル
ー
ア
ン
市
政
と
の
関
係
を
輻
に
事
実
経
過
を
整
理
す
る
。
そ
し
て
検
討

し
た
結
果
を
も
と
に
、
第
四
章
に
お
い
て
、
ク
ラ
ブ
の
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
し
て
の
特
徴
と
、
ク
ラ
ブ
と
「
公
共
空
間
」
と
の
関
係
を
考
察
し
た

い
。
こ
の
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
通
じ
て
、
従
来
の
ク
ラ
ブ
研
究
で
は
十
分
に
こ
た
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
問
題
、
す

な
わ
ち
革
命
期
の
政
治
構
造
と
ク
ラ
ブ
の
関
与
、
革
命
期
の
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
「
公
共
空
間
」
と
の
関
係
を
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
本
稿
の

ね
ら
い
で
あ
る
。

　
史
料
と
し
て
は
主
に
以
下
の
も
の
を
使
用
し
た
。
ク
ラ
ブ
の
討
論
、
活
動
は
、
ル
ー
ア
ン
市
登
記
局
局
長
で
あ
っ
た
シ
ャ
ル
ド
ン
が
編
集
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
が
発
行
す
る
新
聞
や
地
方
新
聞
な
ど
も
参
照
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
職
業
に
つ

刊
行
し
た
ク
ラ
ブ
の
議
事
録
を
参
考
に
し
た
他
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

い
て
は
、
革
命
直
前
ま
で
会
計
法
院
検
事
で
あ
り
革
命
勃
発
後
は
政
治
舞
台
か
ら
身
を
引
い
た
オ
ル
シ
ョ
ル
の
日
記
、
お
よ
び
ブ
ー
ロ
ワ
ゾ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

が
編
纂
し
た
ル
ー
ア
ン
・
バ
イ
イ
ヤ
ー
ジ
ュ
の
三
部
会
陳
情
書
を
参
考
に
し
た
。
本
稿
で
扱
う
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
正
式
名
称
は
、
「
憲
法

友
の
会
」
「
自
由
と
平
等
友
の
会
」
「
共
和
国
憲
法
友
の
会
」
「
民
衆
協
会
」
「
再
生
し
た
共
和
国
の
民
衆
協
会
」
と
次
々
に
変
わ
っ
て
い
る
。
し

か
し
本
稿
が
主
に
扱
う
時
期
に
は
「
民
衆
協
会
」
を
名
乗
っ
て
お
り
、
題
目
は
そ
れ
に
し
た
が
っ
て
い
る
。
し
か
し
混
乱
を
避
け
る
た
め
、
特

に
問
題
の
な
い
と
き
は
単
に
、
ク
ラ
ブ
、
と
記
す
。

①
本
稿
で
は
ω
。
。
襲
少
の
。
。
肇
ゆ
ω
を
文
脈
の
中
で
「
ク
ラ
ブ
」
「
結
社
」
「
協
会
」

　
と
適
宜
、
訳
し
分
け
て
い
る
。
ま
た
「
民
衆
協
会
」
と
は
地
方
の
ク
ラ
ブ
が
ジ
ャ

　
コ
パ
ン
独
裁
期
に
名
乗
っ
た
名
称
で
あ
る
。

②
　
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
つ
い
て
の
近
年
の
研
究
と
し
て
は
、
ρ

4　（480）
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井
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リ
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革
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リ
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史
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リ
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史
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二
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四
七
巻
二
号
な
ど
。

⑤
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フ
ラ
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書
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文
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号
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の
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文
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参
照
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地
方
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ラ
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で
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な
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が
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わ

　
が
国
に
お
い
て
も
、
柴
田
三
千
雄
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る
パ
リ
市
内
の
セ
ク
シ
ョ
ン
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ソ
シ
ア

　
ビ
リ
テ
の
研
究
が
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の
潮
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成
果
と
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挙
げ
ら
れ
る
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柴
田
三
千
雄
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リ
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ン
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年
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⑦
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第
一
章
　
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー

［
　
メ
ン
バ
ー
の
職
業
・
社
会
構
成

　
本
章
で
は
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
職
業
構
成
、
リ
ー
ダ
ー
の
職
業
構
成
、
メ
ン
バ
ー
の
市
行
政
へ
の
関
与
を
順
次
検
討
す
る
。

前
述
の
と
お
り
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
社
会
階
層
に
つ
い
て
最
初
に
統
計
的
調
査
を
行
な
っ
た
プ
リ
ン
ト
ン
は
、
次
の
よ
う
な
手
順
で
メ
ン

バ
ー
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
（
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
）
主
導
と
し
た
。
彼
は
、
法
律
家
、
聖
職
者
、
教
師
、
芸
術
家
、
自
由
業
そ
の
他
の
実
業
家
、
店

主
、
役
入
と
い
っ
た
各
職
業
を
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
し
て
さ
だ
め
、
兵
士
、
職
人
、
大
工
、
石
工
な
ど
が
ワ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
に
相
当
す
る
も
の

と
し
た
。
こ
の
分
類
に
基
づ
い
て
プ
リ
ン
ト
ン
は
　
七
八
九
年
差
ら
九
二
年
ま
で
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
ジ
ー
六
六
％
、
九
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

年
か
ら
九
五
年
ま
で
は
五
七
％
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
は
本
質
的
に
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
か
ら
な
る
と
結
論
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
ケ
ネ
デ
ィ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ブ
ー
ト
リ
ー
及
び
ブ
チ
エ
は
プ
リ
ン
ト
ン
の
職
業
分
析
に
修
正
を
加
え
た
が
、
彼
ら
の
結
論
も
プ
リ
ン
ト
ン
の
そ
れ
と
大
差
は
な
い
。

　
し
か
し
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
つ
い
て
は
プ
リ
ン
ト
ン
ら
は
言
及
し
て
お
ら
ず
、
先
行
研
究
も
少
な
い
。
マ
ゾ
リ
ッ
ク
は
、
革

命
の
進
展
に
伴
い
、
法
律
家
：
不
ゴ
シ
ア
ン
、
製
造
業
者
・
知
識
人
、
急
進
小
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
（
医
者
、
商
人
、
職
人
な
ど
）
の
順
で
、
ク
ラ
ブ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

社
会
構
成
の
変
化
が
起
こ
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
彼
は
有
力
な
メ
ン
バ
ー
の
職
業
か
ら
推
論
し
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
メ
ン
バ
ー
の
職
業
を
統
計

的
に
処
理
し
た
研
究
は
皆
無
で
あ
る
。
議
事
録
が
一
部
消
失
し
て
い
る
た
め
に
そ
の
正
確
な
構
成
員
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
残
さ
れ
た

他
の
史
料
を
も
用
い
て
再
構
成
を
試
み
て
み
よ
う
。
そ
の
際
、
対
象
と
な
る
の
は
、
議
事
録
に
お
け
る
発
言
者
、
ク
レ
ラ
ン
ブ
レ
や
ゴ
ス
ラ
ン

の
文
献
に
載
せ
ら
れ
た
請
願
書
の
署
名
に
現
わ
れ
る
四
三
七
名
で
あ
る
。
職
業
分
析
に
つ
い
て
は
、
議
事
録
に
職
業
が
記
載
さ
れ
て
い
る
者
、

オ
ル
シ
ョ
ル
の
日
記
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
行
政
・
司
法
関
係
者
、
三
部
会
に
提
出
さ
れ
る
ル
ー
ア
ン
市
第
三
身
分
陳
情
書
に
署
名
し
て
い
る
者
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表1　メンバー185入の職業構成

ネゴシアン 26 旧高等法院勤務の弁護士 14

金物商 14 旧会計法院勤務の法服貴族 2 17

商人（一般） 8
旧バイイヤージュ裁判所書記 1

ブルジョワジー 7

食料品商 6 弁護± 8

船主・荷主 5 教授職・教師 7

仲買人 4 外科医 7

建築家 2 法律家（一般） 5

企業家 1 医者 3 34

鯨油・塩びきの布商 1 公証人 2

古着商 1 薬剤師 1

靴下商 1 技師 1

馬毛商 1

幽　　曜　曹　曹　一　幽　　一　　一　一　一　一　，　　，　　F　，　r　　卿　P　，　　胴　　P　，　　r　g　　g　　r　齢　　齢　　●　幽　　幽　　r　噛　　一　　噛　一　　幽　　一　一　　冒

聖職者 Il 11

ファブリカン（一般） 6

織物製造業者 3
財産生活者 3

帖子製造業者 2
貴族 2 5

煙草製造業者 1
役者 3

染色業者 1 103
画家・塗装職人 2

秤製造業者 1
理髪師 2

甲　”　　「　騨　騨　　P　R　　罰　　P　R　　P　　「　響　　・　　・　曹　曹　曹　謄　　齢　　幽　一　　一　　一　一　　一　　一　一　　一　　一　▼　一　’　一　　P　，　「　　，　　，　P　　P

自治体職員 2 布地配達入 1

居酒屋経営 2 金細工師 1

書籍に携わる職業 1 死刑執行人 1 14

新聞編集者 1 音楽家 1

カフェ経営 1 革なめし工 1

縛計屋 1 靴修理職入 1

郵便局長 1 かつら職人 1

救済院院長 1

農昆 1 1

元執達吏 1

病院事務員 1 計 一
185

嵐典Boulolseau（6d．），　Cahiers　de　doli，ances　du　Tiers　etat　du　baittiage　de　Rouen，∫　Char－

　　don（6d．），　CahierS　des　Procbs－verbattX　des　seances　de　1α500f6彪PoPitlaire　d　Rouen

　　（1790・・1795）　Journal　d’Horcltolleを主に参照して作成。
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④

か
ら
一
八
五
人
を
確
認
し
た
。
こ
の
時
メ
ン
バ
ー
の
総
人
数
が
問
題
と
な
る
が
、
他
都
市
の
例
と
成
人
男
性
人
口
の
比
か
ら
お
よ
そ
の
数
を
推

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
量
る
と
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
は
、
の
べ
一
〇
〇
〇
人
か
ら
一
五
〇
〇
人
身
の
会
員
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
つ
た
史
料
上
の

限
界
を
踏
ま
え
た
上
で
、
以
下
検
討
す
る
。

表
－
を
参
照
す
る
と
・
メ
ン
バ
ー
の
多
く
を
事
業
に
従
事
す
る
人
々
が
占
め
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
・
一
天
人
確
認
で
き
る
ネ
ゴ
シ
ア
淘

を
は
じ
め
金
物
商
一
四
人
、
仲
買
人
お
よ
び
船
主
九
人
、
食
料
品
商
六
人
、
ま
た
取
り
扱
う
商
品
は
わ
か
ら
ず
単
に
商
人
と
さ
れ
る
も
の
が
八

人
存
在
す
る
。
ま
た
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
（
製
造
業
者
）
は
一
四
人
が
加
入
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
れ
ら
の
商
工
業
者
層
は
当
時
の
ル
ー

ア
ン
の
富
裕
者
層
を
代
表
す
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
革
命
前
、
ま
た
は
革
命
当
初
、
官
職
を
保
有
し
て
い
た
者
。
津
9
曾
は
一
七
人
確
認
で
き
る
。
こ
の
中
で
大
部
分
を
占
め
る
の
は
高
等
法
院

に
勤
務
す
る
弁
護
士
婁
○
。
讐
で
、
～
四
人
を
占
め
て
い
る
。
商
工
業
者
層
に
対
抗
し
う
る
勢
力
は
、
こ
う
し
た
旧
官
職
保
有
者
と
も
う
ひ
と

つ
知
的
専
門
職
の
集
団
が
挙
げ
ら
れ
る
。
彼
ら
は
自
由
業
と
し
て
の
弁
護
士
、
薬
剤
師
、
医
者
、
教
師
な
ど
三
四
人
が
確
認
で
き
る
。
最
も
多

い
の
は
弁
護
士
（
八
人
）
で
、
そ
の
他
に
も
弁
護
士
と
確
認
で
き
な
い
が
判
事
経
験
か
ら
法
律
家
と
思
わ
れ
る
者
が
五
人
い
る
。
彼
ら
知
的
専

門
職
と
官
職
保
有
者
は
あ
わ
せ
て
五
一
人
存
在
す
る
。

　
聖
職
者
は
一
一
人
確
認
で
き
る
。
司
祭
は
、
そ
の
社
会
的
威
信
か
ら
、
ク
ラ
ブ
の
創
設
期
に
は
十
分
な
影
響
力
を
保
持
し
て
い
た
。
し
か
し

革
命
の
進
展
と
と
も
に
そ
の
威
信
は
低
下
し
て
ゆ
く
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
プ
リ
ン
ト
ン
ら
が
ワ
ー
キ
ン
グ
ク
ラ
ス
と
よ
ん
だ
職
人
・
労
働
者

層
は
数
的
に
少
な
い
。
農
民
は
極
端
に
少
な
く
一
名
を
数
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
元
貴
族
も
二
名
で
は
あ
る
が
入
っ
て
い
る
。

　
以
上
、
メ
ン
バ
ー
一
八
五
人
の
職
業
構
成
か
ら
は
、
ネ
ゴ
シ
ア
ン
を
中
心
と
す
る
商
工
業
者
層
と
、
官
職
保
有
者
、
法
律
家
、
医
者
、
教
師

ら
を
中
心
と
す
る
専
門
職
層
が
二
大
勢
力
と
し
て
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
全
体
の
構
成
で
は
、
圧
倒
的
に
プ
リ
ン
ト
ン
ら
の
い
う
ミ
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

ル
ク
ラ
ス
が
多
数
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
結
果
に
は
、
や
や
高
額
で
あ
る
会
費
の
問
題
と
入
会
規
定
と
い
う
二
つ
の
要
因
が
関
係
し
て
い
る
と

思
わ
れ
る
つ
入
会
規
定
に
よ
れ
ば
、
入
会
を
承
認
す
る
た
め
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
投
票
を
受
け
る
に
は
、
少
な
く
と
も
メ
ン
バ
ー
一
人
の
推
薦
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⑧

と
＝
｝
人
の
賛
同
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
し
て
投
票
に
お
い
て
メ
ン
バ
ー
の
三
分
の
二
の
賛
成
が
必
要
で
あ
っ
た
。
こ
の
規
定
は
、
メ
ン
バ
ー

岡
士
が
ク
ラ
ブ
外
に
知
己
を
え
て
お
り
、
そ
の
人
的
結
合
を
媒
介
に
し
て
ク
ラ
ブ
に
加
入
す
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
自
然
、
同
じ
職
業
や
商

売
の
顧
客
な
ど
が
紹
介
の
対
象
と
な
り
、
同
じ
階
層
の
者
が
多
く
集
ま
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
ク
ラ
ブ
に
は
社
会
の
さ
ま

ざ
ま
な
職
種
の
人
々
が
加
入
し
て
い
た
こ
と
も
わ
か
る
。
そ
の
多
様
な
構
成
か
ら
ク
ラ
ブ
は
、
革
命
以
前
の
共
同
体
内
の
地
位
や
身
分
に
拘
束

さ
れ
る
旧
来
の
ソ
シ
ア
ビ
り
テ
で
は
な
く
、
加
入
者
の
自
発
的
意
志
に
基
づ
い
た
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

ニ
　
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
の
分
析

フランス革命期ルーアンの畏衆協会（竹中）

　
次
に
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
検
討
し
よ
う
。
こ
れ
に
つ
い
て
も
プ
リ
ン
ト
ン
と
ケ
ネ
デ
ィ
の
研
究
が
考
察
の
出
発
点
と
な
る
。
ク
ラ

ブ
の
リ
ー
ダ
ー
は
革
命
期
を
通
じ
て
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
や
弁
護
士
・
医
者
・
教
師
で
あ
り
、
職
人
層
が
増
加
す
る
と
い
う
よ
う
な
民
主
化
は
限
定
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

れ
て
い
た
と
い
う
の
が
、
彼
ら
の
主
張
で
あ
る
。
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
こ
う
し
た
結
論
は
妥
当
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

ク
レ
ラ
ン
ブ
レ
は
ク
ラ
ブ
を
「
政
治
的
修
練
場
」
と
し
て
位
置
付
け
、
数
人
の
革
命
期
の
リ
ー
ダ
ー
を
挙
げ
て
い
る
が
、
社
会
構
成
に
つ
い
て

は
何
の
評
価
も
下
し
て
い
な
い
。
マ
ゾ
リ
ッ
ク
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
の
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
建
築
家
ラ
ミ
ー
ヌ
、
画
家
ル
パ
レ
i
、
も
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

図
書
館
司
書
で
弁
護
士
の
ピ
ロ
ン
、
弁
護
士
ポ
レ
、
同
ル
カ
ニ
ュ
、
外
科
医
ブ
ラ
ン
シ
ュ
な
ど
を
挙
げ
て
い
る
。
し
か
し
リ
ー
ダ
ー
の
分
析
は
、

こ
れ
の
み
で
は
無
論
不
十
分
で
あ
り
、
再
考
の
余
地
が
あ
る
。

　
本
節
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
を
議
長
職
経
験
者
と
い
う
点
か
ら
考
察
し
て
み
よ
う
。
議
長
は
、
通
常
任
期
一
ヵ
月
で
、
メ
ン
バ
ー
の
投

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

票
に
よ
り
多
数
決
で
選
出
さ
れ
る
。
彼
ら
は
そ
の
時
々
の
ク
ラ
ブ
の
多
数
意
見
を
反
映
す
る
人
物
と
い
え
よ
う
。
表
2
は
、
一
七
九
〇
年
九
月

か
ら
九
五
年
三
月
ま
で
の
議
長
職
経
験
者
、
そ
の
職
業
と
在
任
時
期
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
児
る
と
、
職
業
が
わ
か
る
三
一
人
の
う

ち
、
弁
護
士
（
こ
の
中
に
は
元
高
等
法
院
勤
務
も
自
由
業
の
者
も
含
ん
で
い
る
）
が
一
〇
人
、
法
律
家
一
人
、
ネ
ゴ
シ
ア
ン
、
商
人
、
ブ
ル
ジ
ョ
ワ

が
計
九
人
、
医
者
、
外
科
医
が
計
四
人
、
元
会
計
法
院
官
職
保
有
者
、
技
師
、
教
師
、
聖
職
者
、
染
色
業
者
、
役
者
、
元
バ
イ
イ
ヤ
ー
ジ
ュ
執
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表2　クラブの議長・職業・時期

議　長　名 職　　　業 在任時期

More1〔＊1〕 弁護士 ユ790年9月

Thiess6 弁護士 U
Forfai匙 技師 91年1月
Debonne 金物商 2

Thomas 弁護士 3

Hardy 医者 4

Bremontier ブルジョワ 5

Le　Coutour 弁護士 6

Durand 主任司祭 7

Thierry 弁護士 8

Perrin 法律家 ユ2

Viellot ？ 92年1月
Vulgis－Dujardin ネゴシアン 2

Robert 元会計法院議長 3

Pillon 弁護士 4

La皿berし 弁護士 7

Lefebvre・Signol ネゴシアン 8

Le　Canu 弁護士 9

Hubert 教師 10

Eudeline ？ 11

Carr壱 医者 12

Godebin 染色業者 93年1月
Cartier ？ 3

翼6e1 鯨油および蝋びきの華商 4

Caudro且 帽子製造業者 5

Haraneder 商入 6

Gamare〔＄2〕 外科医 7

Le　Roy ？ 9

Bernay ？ 10／1－10／28

Denise ？ 10／29－U／20

Vemon 役者 11／21－12／21

Blanche 外科医 12／22－94．1／2エ

（Lefebvre・Signo1） ネゴシアン 94年1／22－2／20

（Denise） ？ 2／20－3／2ユ

1｛ouel 元バイイヤージュ執達吏 3／22－4／20

（Blanche） 外科医 4／21－5／20

（Le　Roy） ？ 5／21－6／19

（Eudeline） ？ 6／20－7／19

Thieul正en 弁護士 7／20－8／17

Legendre 弁護士 8／18－9／22

（Houel） 元バイイヤージュ執達吏 9／23－10／20P

Defonteaay ネゴシアン 12月

Baron〔＊3〕 ブルジョワ 95年3月

出典Chardon（6d．），　Cahiet・s　des　Procdis－werbau：des　sgances　de　la　50漉’6　popuZaire　a　Roaen

　（17901795？，pp．345－346．から主に作成
＊1　Clerembray，　La　Terreur　d　Rouen，　1793“’1795，　p，　95．

tp’　2　Archives　Parlementaires，　tome，　L　X　wn，　pp．　404－4a5．

＊3　Gosselin，　Journal　des　prt’ncipaux　gpi　odes　de　tt’poeue　rleualutionnare　di　Rouen　et　dans　les　en－

　　virons　de　1789　a　1795，　p．　81，

　　（）がついている人物は議長を複数回数経験。
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達
吏
が
各
一
人
と
な
っ
て
い
る
。
時
期
別
に
見
て
み
る
と
、
ど
の
時
期
に
も
商
工
業
者
層
と
弁
護
士
や
医
者
な
ど
の
専
門
職
層
が
入
り
混
じ
っ

て
い
て
、
商
工
業
者
層
が
指
導
し
て
い
た
時
期
と
、
専
門
職
層
が
指
導
し
て
い
た
時
期
を
単
純
に
わ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
ま
た
三
一
人
の
う
ち
専
門
職
と
い
え
る
弁
護
士
、
法
律
家
、
医
者
、
外
科
医
、
技
師
、
会
計
法
院
官
職
保
有
者
、
教
師
は
一
八
人
に
な
り
、
議
長

職
の
半
数
以
上
を
彼
ら
が
占
め
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
は
先
の
一
八
五
人
の
メ
ン
バ
ー
の
職
業
構
成
と
比
較
す
る
と
か
な
り
の
高
率
で
あ

り
、
議
長
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
の
役
職
に
は
専
門
職
経
験
者
が
多
く
選
出
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
ク
ラ
ブ
内
で
専
門
職
層

の
発
戦
力
は
全
体
比
よ
り
も
か
な
り
強
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
、
商
工
業
者
層
、
専
門
職
層
と
い

う
中
流
以
上
の
人
々
が
リ
ー
ダ
ー
の
圧
倒
的
多
数
を
占
め
て
い
た
と
は
い
え
、
よ
り
実
権
を
握
っ
て
い
た
の
は
専
門
職
層
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

三
　
メ
ン
バ
ー
の
市
議
会
へ
の
進
出

フランス革命期ルーアンの民衆協会（竹中）

　
ク
ラ
ブ
は
、
中
央
・
地
方
政
治
に
つ
い
て
の
討
論
を
す
る
場
と
し
て
誕
生
し
た
。
し
か
し
そ
こ
で
の
討
論
活
動
が
、
行
政
機
関
内
で
の
政
治

活
動
を
目
指
す
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
「
政
治
活
動
の
修
練
場
」
と
な
っ
て
い
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ク
ラ
ブ
は
そ
の
意

思
を
、
市
町
村
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
、
県
、
議
会
へ
の
請
願
書
・
建
白
書
と
い
う
か
た
ち
で
示
し
て
い
た
の
だ
が
、
さ
ら
に
は
メ
ン
バ
ー
の
中

か
ら
、
各
行
政
機
関
の
議
員
、
判
事
、
さ
ら
に
聖
職
者
を
送
り
出
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
時
に
は
対
立
す
る
党
派
の
リ
ー
ダ
ー
が
同
じ
時
期

に
行
政
職
に
つ
く
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
ク
ラ
ブ
内
で
の
対
立
が
行
政
機
関
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
り
、
ク
ラ
ブ
と
行
政
機
関
の
対
立
を

生
む
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
地
方
政
治
に
メ
ン
バ
ー
を
送
り
込
ん
で
い
る
程
度
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ブ
が
直
接
に
影
響
力
を
及
ぼ
し

得
る
程
度
が
推
し
測
れ
る
。
一
方
で
ク
ラ
ブ
と
地
方
政
治
と
の
対
立
・
協
調
と
い
っ
た
状
況
も
説
明
で
き
る
。
プ
リ
ン
ト
ン
や
ハ
ン
ト
に
よ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
、
い
く
つ
か
の
都
市
に
お
い
て
は
革
命
期
の
行
政
職
に
就
く
者
と
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
重
複
が
認
め
ら
れ
る
が
、
以
下
で
は
ル
ー
ア
ン
市

議
会
へ
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
浸
透
を
、
時
期
を
追
っ
て
考
察
し
て
み
よ
う
。

　
表
3
に
あ
げ
た
の
は
一
七
九
〇
年
二
月
か
ら
九
四
年
一
月
ま
で
に
市
議
会
に
選
出
さ
れ
た
者
の
な
か
に
ど
れ
だ
け
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
含
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表3　クラブのメンバー一のルーアン市議会に占める害拾

選出時期 市長　市役人　検事　助役　市会議員 計（人）

90年2月 ×　　　　　8／20　　　0　　　　（）　　　　14／41 24／64

90年11月 〉く　　　　　6／20　　　　0　　　　　0　　　　　17／42 25／65

91年11月 0　　　　10／20　　　（）　　　　0　　　　20／41 33／64

92年12月 0　　14／20　0　　0　　27／42 44／65

93年11月 0　　　　16／19　　　　0　　　　　0　　　　　27／〈塾2 46／64

94年1月 0　　　　18／19　　　0　　　　0　　　　22／42 43／64

出典；Chardon　（ed．），　Cahibrs　des　♪rocbs－verbaux　 des

　　　seances　de　la　socr’e’te　populaire　d　Rouen　（1790－1795）；

　　　Journal　d’Horcholle；　C16rembray，　La　Terrettr　a

　　　Rouen，1793－1795．から作成。

　　　　○は民衆協会のメンバー、×はメンバー一と確認で

　　　　きないもの

　　　　検事は94年1月では政府代理官agent　national。

ま
れ
る
か
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
市
議
会
は
市
長
、
検
事
、
助
役
、
市
役
人
。
窪
9
曾
ω

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

ヨ
¢
巳
。
む
き
×
、
市
会
議
員
8
欝
窪
Φ
ω
で
構
成
さ
れ
る
。
一
七
九
〇
年
二
月
の
時
点
で
は
、

ク
ラ
ブ
は
公
に
活
動
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
な
い
が
、
将
来
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
と
な
る
者
は
市
役
人
二
〇
人
中
八
人
、
市
会
議
員
四
一
人
中
一
四
人
存
在
し
、
ま
た
検

事
、
助
役
も
メ
ン
バ
ー
に
加
入
す
る
。
総
勢
二
四
人
で
、
こ
の
数
は
九
〇
年
一
一
月
に
選
ば

れ
た
市
議
会
で
も
大
差
は
な
い
。

　
九
一
年
一
一
月
に
は
、
市
長
と
、
帯
役
人
の
半
数
、
検
事
、
さ
ら
に
二
　
人
の
市
会
議
員

の
改
選
が
な
さ
れ
た
。
市
長
に
P
・
N
・
ド
ゥ
フ
ォ
ン
ト
ネ
ー
が
選
ば
れ
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
が
市
長
に
就
任
す
る
。
市
役
人
、
市
会
議
員
の
う
ち
半
数
を
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
占

め
、
新
検
事
、
助
役
も
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
過
半
数
を
こ

え
る
勢
力
と
な
っ
た
が
、
こ
の
時
期
に
は
パ
リ
で
ブ
イ
ヤ
ン
派
・
ジ
ャ
コ
バ
ン
派
の
分
裂
が

起
こ
っ
て
お
り
ク
ラ
ブ
勢
力
は
｛
枚
岩
で
は
な
く
な
っ
て
い
た
。
九
二
年
一
二
月
の
選
挙
は
、
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市
長
に
ク
ラ
ブ
の
穏
健
派
で
元
県
議
会
議
員
の
ロ
ン
ド
ー
が
選
ば
れ
た
他
、
後
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
の
リ
ー
ダ
ー
が
進
出
す
る
選
挙
と
な
っ

た
。
市
役
人
に
は
ピ
ロ
ン
や
ラ
ミ
ー
ヌ
を
含
む
～
四
人
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
お
り
、
市
会
議
員
の
中
に
は
、
ポ
レ
や
薬
剤
師
ア
ル
ヴ
エ
ー

ル
ら
二
七
人
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
い
た
。
順
調
に
メ
ン
バ
ー
を
市
議
会
に
送
り
込
ん
で
き
た
ク
ラ
ブ
は
、
内
部
に
対
立
す
る
グ
ル
ー
プ
を

含
み
な
が
ら
も
、
九
一
　
年
末
に
市
議
会
の
メ
ン
バ
ー
⊥
ハ
五
人
申
四
四
人
を
占
め
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
の
選
挙
は
、
セ
ク
シ
ョ
ン
の
代
表
が
投
票
し
市
議
会
を
選
出
し
て
き
た
が
、
次
の
二
回
の
選
出
は
形
式
が
違
っ
た
。
ま
ず
一
七
九

三
年
＝
月
の
選
出
は
、
派
遣
議
員
の
勧
告
に
基
づ
き
、
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
市
議
会
の
メ
ン
バ
ー
が
推
薦
さ
れ
、
こ
れ
を
派
遣
議
員
が
任
命
し

　
　
　
　
　
⑭

た
の
で
あ
っ
た
。
市
長
に
は
ド
ゥ
フ
ォ
ン
ト
ネ
！
が
再
び
任
ぜ
ら
れ
た
。
検
事
、
助
役
は
変
動
が
な
く
、
市
役
人
一
九
人
中
ニ
詠
人
を
、
市
会
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議
員
四
二
人
中
二
七
人
を
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
占
め
て
い
る
。
し
か
し
穏
和
派
勢
力
は
後
退
し
、
ジ
ロ
ン
ド
派
よ
り
の
メ
ン
バ
ー
は
ほ
と
ん

ど
選
出
さ
れ
て
い
な
い
。
市
議
会
に
お
け
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
の
流
れ
を
決
定
的
に
し
た
の
が
、
九
四
年
一
月
の
自
治
体
改
選
で
あ
る
。
こ
れ

は
ブ
リ
メ
ー
ル
　
四
臼
の
デ
ク
レ
を
受
け
た
も
の
で
、
九
三
年
一
二
月
末
に
や
は
り
ク
ラ
ブ
が
構
成
員
の
リ
ス
ト
を
作
成
し
、
派
遣
議
員
が
各

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

人
を
任
命
す
る
と
い
う
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
市
長
に
は
ピ
ロ
ン
が
就
任
し
、
以
下
の
ポ
ス
ト
は
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
独
占
状
態
と

な
り
、
市
議
会
全
体
で
も
四
三
人
を
占
め
て
い
る
。
ル
ー
ア
ン
市
議
会
に
お
け
る
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
と
は
、
「
ク
ラ
ブ
独
裁
」
の
様
相
を
呈
し

て
い
た
の
で
あ
る
。

四
　
小

括

　
こ
れ
ま
で
わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
、
溢
流
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
多
く
、
数
的
に
は
ネ
ゴ
シ
ア
ン
・
商
人

層
が
優
勢
で
、
専
門
職
の
集
団
を
上
國
っ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
こ
の
職
業
層
か
ら
出
さ
れ
て
い
る
が
、
議
長
職
の
検
討

か
ら
、
ク
ラ
ブ
員
の
な
か
で
は
多
数
で
は
な
い
専
門
職
層
が
活
動
の
主
導
権
を
握
っ
て
い
た
こ
と
も
わ
か
っ
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
は
革
命
の
時
期

を
通
じ
て
ル
ー
ア
ン
市
議
会
に
メ
ン
バ
ー
を
送
り
込
み
、
市
政
に
直
接
的
影
響
力
を
行
使
し
続
け
た
。
ク
ラ
ブ
に
よ
る
市
議
会
支
配
は
九
三
年

＝
月
の
超
法
規
的
な
法
式
で
ほ
ぼ
達
成
さ
れ
、
九
四
年
一
月
に
は
市
議
会
に
お
け
る
「
ク
ラ
ブ
独
裁
」
が
成
立
し
た
の
で
あ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
と
の
関
係
は
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
ど
の
よ
う
な
変
化
・
発
展
を
促
す
の
か
。
ま
た
そ
こ
か
ら
ク
ラ
ブ
の
ソ

シ
ア
ビ
リ
テ
と
し
て
の
ど
の
よ
う
な
特
徴
が
浮
か
び
上
が
る
の
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
次
章
以
下
で
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
時
期
を
史
料
上

の
問
題
か
ら
、
九
二
年
七
月
か
ら
九
四
年
七
月
の
二
年
聞
に
絞
っ
て
検
討
す
る
。

①
し
d
「
葺
。
戸
§
ミ
も
P
膳
？
㎝
把
》
署
零
蝕
×
b
。
．

②
囚
Φ
量
a
メ
鵠
ミ
寄
§
”
犀
。
。
㌣
。
。
O
径
。
‘
き
．
毫
鳴
ぎ
翼
翼
b
O
－
島
’

　
〉
署
①
民
芽
P
一
b
ヴ
8
二
Φ
「
倶
じ
d
o
馨
蔓
（
象
こ
曽
号
「
無
野
薯
．
G
臼
。
。
－
㎝
P
露
－
①
餅

③
竃
画
鑓
鼠
。
も
ミ
貯
ミ
鼠
ミ
。
嵩
辱
§
魯
恥
偽
も
．
寄
り
層

④
き
§
ミ
ミ
き
ミ
ミ
、
蝕
じ
d
。
三
。
臨
き
（
伽
e
§
ミ
議
事
録
に
職
業
が
記
さ
れ

　
て
い
な
い
メ
ン
バ
ー
の
職
業
の
特
定
は
、
以
下
の
手
順
で
行
な
っ
た
。
ま
ず
オ
ル
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シ
ョ
ル
の
日
記
に
書
か
れ
て
い
る
行
政
職
経
験
春
や
反
革
命
容
疑
で
逮
捕
さ
れ
て

　
い
る
者
と
照
合
し
た
。
こ
の
場
合
同
姓
の
者
が
で
た
り
、
細
か
い
職
種
（
例
え
ば
、

　
オ
ル
シ
ョ
ル
は
「
商
人
」
と
し
か
書
か
な
い
こ
と
が
多
い
）
が
わ
か
ら
な
か
っ
た

　
り
す
る
た
め
、
蕊
部
会
へ
の
各
職
能
組
合
の
陳
情
書
の
署
名
を
参
考
に
し
て
個
々

　
の
職
種
を
割
り
出
し
た
。
ク
レ
ラ
ン
ブ
レ
、
ル
パ
ル
キ
エ
、
シ
ャ
ノ
ワ
ー
ヌ
・
ダ

　
ヴ
ラ
ン
シ
ュ
や
マ
ゾ
リ
ッ
ク
の
著
書
も
適
宜
使
用
し
た
。

⑤
プ
リ
ン
ト
ン
は
人
口
と
メ
ン
バ
ー
の
数
を
比
較
し
、
そ
の
参
加
率
は
四
・
二
％

　
で
あ
り
成
人
男
性
の
六
人
に
一
入
が
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
と
し
た
。
ゆ
ユ
舞
o
P

　
魯
．
ら
蹄
も
℃
・
鼻
O
ム
悼
．
そ
れ
に
基
づ
く
と
メ
ン
バ
ー
数
は
三
〇
〇
〇
入
以
上
と
な

　
る
が
、
こ
の
数
値
は
他
都
市
と
比
べ
高
す
ぎ
る
た
め
、
下
方
修
正
し
　
O
O
O
か

　
ら
一
五
〇
〇
人
と
計
算
し
た
。

⑥
ネ
ゴ
シ
ア
ン
と
は
本
来
、
卸
売
商
入
を
さ
し
て
い
る
が
、
オ
ル
シ
ョ
ル
は
単
に

　
「
大
商
入
」
ぐ
ら
い
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
使
用
し
て
い
る
。
ゆ
え
に
オ
ル
シ
ョ
ル
が

　
ネ
ゴ
シ
ア
ン
と
記
し
て
い
て
も
、
細
か
い
職
業
が
判
明
し
た
者
（
例
え
ば
食
料
品

　
商
）
は
、
そ
ち
ら
に
入
れ
て
い
る
。
同
様
に
「
商
人
」
（
ヨ
碧
。
訂
鼠
甲

　
o
o
ヨ
ヨ
興
＄
暮
）
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
」
、
「
法
律
家
」
と
オ
ル
シ
ョ
ル
は
記
録
し
て

　
い
て
も
、
細
か
い
職
が
わ
か
る
も
の
は
そ
ち
ら
に
入
れ
た
。

⑦
0
冨
註
。
鈍
号
．
ミ
も
」
O
．
会
費
は
年
二
四
リ
ー
ヴ
ル
で
あ
り
、
パ
リ
の
ク
ラ

　
ブ
の
模
倣
で
あ
る
。

⑧
導
ミ
甲
署
．
留
山
蒔
．

⑨
し
σ
号
8
p
曇
ミ
辱
勲
よ
①
．
猿
Φ
岩
㊦
量
曽
藁
廷
閃
寄
黛
銘
も
や
ω
①
？
ω
①
。
。
．

⑩
竃
鋤
墨
鼠
p
．
麺
。
器
づ
Φ
二
蝉
裂
く
。
｝
猛
8
（
ミ
。
。
Φ
め
⑩
y
、
、
ヨ
霞
竃
。
ま
け

　
（
幾
■
γ
ミ
象
。
譜
譜
肉
ミ
§
り
目
。
嶺
♂
鐸
。
。
P
一
Φ
謬
も
℃
．
卜
。
下
心
O
ら
。
．

⑪
O
訂
艮
g
Ψ
§
§
ら
℃
い
や
H
①
■

⑫
じ
σ
診
8
過
食
．
ら
欺
も
℃
．
お
？
一
群
リ
リ
ン
・
ハ
ン
ト
、
松
浦
義
弘
訳
『
フ
ラ
ン

　
ス
革
命
の
政
治
文
化
」
平
凡
社
、
一
九
八
九
年
、
二
〇
五
－
二
～
O
、
二
囚
一
－

　
二
四
　
二
頁
。

⑬
魯
§
ミ
蹴
撃
惑
Q
ミ
も
や
念
痔
幽
一
㎝
∴
印
ピ
①
鴇
お
鼠
Φ
斜
．
．
菊
8
㊦
p
‘
。
。
窃
冨

　
殉
曾
。
一
三
一
8
．
ド
蝉
O
o
ヨ
ヨ
旨
Φ
み
く
。
ぼ
瓜
。
口
実
器
曽
。
。
o
昌
9
α
q
言
置
鋤
口
o
P
ω
8

　
象
く
。
δ
署
㊦
ヨ
。
馨
、
ド
し
。
ミ
ミ
討
ミ
§
ミ
魅
ミ
誉
簿
鼠
ミ
誉
肉
墨
§
’
一
。
。
リ
メ
箸
■

　
一
膳
卜
⊇
一
H
蔭
ω
’

⑭
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
章
一
節
を
参
照
。
ゼ
㊦
窓
β
鐵
ゆ
さ
愚
．
ミ
も
・

　
一
ゆ
メ

⑮
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
本
稿
第
三
牽
一
節
を
参
照
。
Ω
財
§
ぴ
類
ざ
愚
．
ミ
も
．

　
ω
O
一
ム
じ
①
罵
お
巳
⑦
朗
§
甑
h
り
電
」
9
仏
工
－
嵩
。
◎
「
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第
二
章
　
ク
ラ
ブ
の
活
動
1
一
七
九
二
年
七
月
か
ら
九
三
年
八
月
1

一
　
ク
ラ
ブ
の
初
期
の
潰
鋤
（
九
〇
年
一
九
二
年
七
月
〉

本
章
と
次
章
で
は
、
主
に
　
七
九
二
年
夏
か
ら
九
四
年
夏
ま
で
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
検
討
す
る
。
考
察
の
軸
と
な
る
の
は
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
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変
化
・
発
展
と
、
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
の
対
立
で
あ
り
、
こ
の
考
察
に
よ
っ
て
、
ク
ラ
ブ
と
政
治
構
造
の
関
係
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
四
章

に
お
い
て
検
討
す
る
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
、
「
公
共
空
間
」
論
の
準
備
と
し
て
、
事
実
経
過
を
詳
細
に
述
べ
て
整
理
し
た
い
。
ま
ず
ク
ラ
ブ
が
創

　
　
　
　
　
　
　
　
①

設
さ
れ
た
九
〇
年
初
夏
か
ら
九
二
年
夏
ま
で
の
活
動
を
、
簡
単
に
ま
と
め
て
お
こ
う
（
表
4
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
の
活
動
の
中
心
で
あ
る
討
論
に
は
い
く
つ
か
の
中
心
テ
ー
マ
が
あ
っ
た
。
産
業
問
題
に
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
θ

表4　ルーアンの「憲法友の会」初期の主な活動

産　業 ギルド廃止を求める建白書を議会へ送付（90年12月31日）

海軍学校の設立要求、植民地商業についての討論（91年1月12－14日）

財産の均等相続についての討論（91年ユ月）

宗　教 宗教と憲法の関係についての討論（90年12月1日）

立憲司教の演説印刷・配布（91年1月24日）

薪司教シャリエの歓迎式（91年5月2日）

反革命僧侶、宣誓忌避僧侶追求（91年1－3月）

革命祭典 ミラボーの哀悼式典（91年4月）

「旗の祭典」（92年1月）

出典　　Chardon（6d．），　Cahiers　des　pプocbs－verbaux　des　s6ances　de　la∫oo’6’6　POPulair

　　　di　Rouen　（1　790－1795），　Journal　des　Amds　de　la　Constitution，　15．

い
て
は
、
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
ネ
ゴ
シ
ア
ン
の
数
的
優
位
を
反
映
し
て
か
、
初
期
か
ら
熱
心
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

表
に
挙
げ
た
他
に
も
商
業
裁
判
所
の
改
編
や
国
内
関
税
・
経
済
に
つ
い
て
も
討
論
は
盛
ん
で
あ
っ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
に
つ
い
て
の
討
論
も
中
心
議
題
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
。
九
一
年
五
月
一
日
に
は
、
司
教

が
来
会
の
意
向
を
伝
え
て
き
た
の
を
受
け
、
翌
日
の
歓
迎
式
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
が
な
さ
れ
、
五

月
二
日
、
丁
重
に
薪
司
教
を
迎
え
て
い
る
。
そ
の
一
台
目
反
革
命
的
な
聖
職
者
に
対
し
て
の
処
罰
、

追
放
要
求
も
数
か
月
に
わ
た
り
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。
革
命
祭
典
の
組
織
に
つ
い
て
も
ク
ラ
ブ
は
積

極
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
そ
の
代
表
例
は
九
一
年
四
月
の
ミ
ラ
ボ
ー
の
哀
悼
式
典
と
九
二
年
一
月

の
「
旗
の
祭
典
」
で
あ
る
。
「
旗
の
祭
典
」
と
は
植
民
地
サ
ン
・
ド
マ
ン
グ
の
反
乱
鎮
圧
に
イ
ギ
リ

ス
、
ア
メ
リ
カ
が
協
力
し
て
く
れ
た
こ
と
に
感
謝
し
、
九
二
年
一
月
一
七
日
に
開
催
さ
れ
た
祭
典
で

あ
る
。
そ
の
内
容
は
会
議
中
に
市
民
祭
典
を
開
き
、
一
束
に
し
た
英
、
米
、
仏
の
国
旗
を
天
井
か
ら

吊
し
、
ル
ー
ア
ン
在
住
の
イ
ギ
リ
ス
人
、
ア
メ
リ
カ
人
を
招
待
す
る
も
の
だ
っ
た
。

　
こ
の
時
期
の
ク
ラ
ブ
の
政
治
的
態
度
は
、
基
本
的
に
、
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
追
従
の
穏
健
な
路
線
で
あ

る
。
例
え
ば
ヴ
ァ
レ
ン
ヌ
事
件
に
つ
い
て
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
は
衝
撃
を
受
け
る
が
、
九
一
年
七

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

月
一
七
日
に
は
王
の
不
可
侵
性
を
宣
言
し
た
機
会
を
支
持
し
て
建
白
書
を
送
っ
て
い
る
。
ま
た
ジ
ャ

コ
バ
ン
派
と
ブ
イ
ヤ
ン
派
の
分
裂
に
際
し
て
は
、
双
方
と
連
絡
を
と
り
つ
つ
両
派
の
統
一
を
訴
え
て
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④
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

い
る
。
九
一
年
憲
法
に
つ
い
て
も
そ
の
承
認
式
典
、
ミ
サ
に
参
加
し
て
い
る
。

ニ
　
ク
ラ
ブ
の
政
治
討
論
（
一
七
九
二
年
七
月
－
九
三
年
八
月
）
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こ
う
し
た
穏
健
路
線
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
一
七
九
二
年
夏
以
降
変
化
を
み
せ
は
じ
め
る
。
九
二
年
七
月
二
九
日
の
討
論
を
見
て
み
よ
う
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

の
日
メ
ン
バ
ー
の
｝
人
が
、
六
月
二
〇
日
の
パ
リ
で
の
暴
動
事
件
に
対
し
て
、
ル
ー
ア
ン
市
民
が
議
会
と
王
に
送
っ
た
穏
健
な
建
白
書
に
つ
．
い

て
報
轡
し
た
。
そ
の
内
容
に
聴
衆
は
怒
り
、
協
議
が
つ
づ
く
中
、
報
告
者
は
そ
の
写
し
を
引
き
裂
い
て
抗
議
の
意
志
を
示
し
、
聴
衆
は
拍
手
喝

采
し
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
の
急
進
化
が
進
ん
で
い
る
の
が
看
取
で
き
る
が
、
こ
れ
を
受
け
て
、
七
月
三
〇
日
以
後
、
王
党
派
は
ク
ラ
ブ
を
脱
会
し

　
　
⑦

て
ゆ
く
。
八
月
＝
一
日
に
は
、
八
月
一
〇
日
の
暴
政
打
倒
の
革
命
に
つ
い
て
の
事
実
確
認
と
善
後
策
が
話
し
合
わ
れ
、
翌
＝
二
日
に
は
正
式
に

ク
ラ
ブ
は
八
月
一
〇
日
の
革
命
を
承
認
し
建
白
書
を
送
付
し
た
。
ま
た
八
月
二
三
日
に
は
、
ク
ラ
ブ
の
組
織
の
下
で
、
八
月
一
〇
日
の
犠
牲
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

の
た
め
の
祭
典
が
開
か
れ
た
。
以
後
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
は
国
民
公
会
に
従
順
な
政
治
姿
勢
を
打
ち
出
し
、
パ
リ
か
ら
の
委
員
と
協
調
し
て

　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

活
動
を
展
開
し
た
。
国
民
公
会
支
持
の
姿
勢
は
立
法
議
会
議
員
の
ク
ラ
ブ
か
ら
の
除
名
に
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
九
三
年
一
月
に
勃
発
し
た

ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
事
件
と
い
う
国
王
助
命
嘆
願
の
デ
モ
に
も
ク
ラ
ブ
は
徹
底
的
に
反
対
し
た
。
ジ
ロ
ン
ド
派
が
主
張
す
る
、
国
王
裁
判
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

て
人
民
投
票
に
か
け
る
と
い
う
案
に
つ
い
て
、
反
対
の
意
志
を
示
す
建
白
書
を
国
民
公
会
に
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
ほ
か
、
事
件
の
首
謀
者
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

裁
判
に
つ
い
て
も
ク
ラ
ブ
は
積
極
的
に
関
わ
っ
た
。
ま
た
～
月
一
五
瞬
に
は
ク
ラ
ブ
の
内
部
に
監
視
委
員
会
を
設
置
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
は

ク
ラ
ブ
内
部
で
党
派
対
立
を
前
面
に
繊
し
た
議
論
は
見
ら
れ
な
い
。

　
と
こ
ろ
が
九
三
年
四
月
に
な
る
と
、
ク
ラ
ブ
で
の
討
論
の
な
か
に
、
ジ
ロ
ン
ド
・
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
両
派
の
対
立
が
持
ち
込
ま
れ
、
議
論
は
も

っ
ぱ
ら
党
派
抗
争
に
集
中
す
る
。
四
月
一
四
日
の
討
論
を
見
て
み
よ
う
。
こ
の
日
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
、
国
民
公
会
に
お
け
る
誹
誘
、
中
傷
の

禁
止
を
促
す
建
自
書
を
国
民
公
会
に
送
付
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
一
方
別
の
メ
ン
バ
ー
は
、
こ
の
建
白
書
案
に
対
し
て
、
本
当
の
有
罪
者
を

知
る
た
め
に
は
相
互
の
告
発
を
聞
く
必
要
が
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。
ま
た
同
日
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
メ
ン
バ
ー
が
提
案
し
た
派
遣
議
員
の
代
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理
人
問
題
一
派
遣
議
員
と
し
て
地
方
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
公
会
議
員
の
代
わ
り
に
補
欠
議
員
を
国
民
公
会
へ
送
る
べ
き
と
い
う
提
案
1
1
も
、

党
派
対
立
が
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
派
遣
議
員
は
、
そ
の
多
く
が
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
議
員
で
あ
り
、
国
民
公
会
で
は
ジ
ロ
ン
ド
派
が
優
位
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
時
期
に
は
、
各
地
の
ク
ラ
ブ
の
書
簡
が
国
民
公
会
の
内
紛
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
を
提
案
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

い
る
の
だ
が
、
そ
れ
が
会
議
中
に
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
あ
て
の
書
簡
は
会
議
前
に
読
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
こ
れ
は

会
議
中
に
再
び
メ
ン
バ
ー
が
、
自
身
の
主
張
と
し
て
読
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
こ
う
し
た
状
況
下
、
国
民
公
会
で
の
対
立
の
先
鋭
化
を
受
け
て
、
五
月
二
三
日
の
特
別
会
議
に
お
い
て
ク
ラ
ブ
内
の
ジ
ロ
ン
ド
派
は
攻
勢
に

出
た
。
こ
の
日
の
会
議
は
ジ
ロ
ン
ド
派
だ
け
が
独
自
に
集
ま
っ
た
も
の
で
、
開
会
自
体
が
メ
ン
バ
ー
全
員
に
知
ら
さ
れ
て
お
ら
ず
、
　
般
に
も

公
開
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
し
て
ジ
ロ
ン
ド
派
は
、
「
国
民
公
会
を
抑
圧
し
て
い
る
『
一
般
席
の
』
圧
力
に
対
す
る
憤
慨
」
を
表
明
す
る
、
建
白

書
の
送
付
を
決
定
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
建
白
書
作
成
は
、
い
わ
ば
通
常
会
議
を
無
視
し
た
ジ
ロ
ン
ド
派
の
ク
ー
デ
タ
ー
で
あ
っ
た
。
こ
の
建

白
書
は
き
霜
§
ミ
焦
思
ミ
§
紙
（
五
月
二
六
日
）
に
掲
載
さ
れ
、
ル
ー
ア
ン
市
民
に
翌
日
の
夕
方
ま
で
に
ク
ラ
ブ
の
議
場
に
お
い
て
署
名
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

よ
う
に
と
訴
え
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
五
月
二
六
日
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
メ
ン
バ
ー
の
ポ
レ
は
建
白
書
が
無
効
で
あ
る
と
主
張
し
た
が
、
却

下
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
は
こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
討
論
を
終
了
し
た
。
ジ
ロ
ン
ド
派
の
狙
い
は
的
中
し
、
こ
の
段
階
で
ジ
ロ
ン
ド
派
は
ク
ラ
ブ
の
支

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

配
に
成
功
し
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
五
月
三
〇
日
、
国
民
公
会
で
こ
の
建
白
書
が
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

　
し
か
し
ク
ラ
ブ
に
お
け
る
ジ
ロ
ン
ド
派
優
位
は
東
の
間
の
も
の
だ
っ
た
。
折
し
も
建
白
書
が
公
会
で
読
ま
れ
た
翌
日
、
パ
リ
で
は
革
命
が
お

き
ジ
ロ
ン
ド
派
が
国
民
公
会
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
を
受
け
ジ
ロ
ン
ド
派
支
持
を
打
ち
出
す
諸
県
に
お
い
て

フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
反
乱
が
勃
発
し
、
ク
ラ
ブ
は
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
は
六
月
二
日
か
ら
討
論
を
開
始

し
、
結
論
が
出
な
い
ま
ま
六
、
九
、
＝
二
日
に
も
こ
の
問
題
の
討
論
が
続
い
た
。
一
三
B
に
は
メ
ン
バ
ー
数
名
が
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
陣
営
に
入

る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
そ
の
演
説
は
ひ
ど
い
妨
害
に
あ
っ
た
。
一
方
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
メ
ン
バ
ー
は
、
パ
リ
に
兵
を
送
る
こ
と
は
反
革
命
的

と
主
張
し
た
。
結
局
、
パ
リ
の
ジ
ャ
コ
バ
ン
・
ク
ラ
ブ
に
関
す
る
討
論
が
公
開
で
な
さ
れ
る
こ
と
、
討
論
が
～
六
日
に
延
期
さ
れ
る
こ
と
が
決
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⑱

ま
っ
て
閉
会
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
六
月
一
四
日
に
ジ
ロ
ン
ド
派
は
、
ま
た
も
独
自
に
特
別
会
議
を
開
き
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
と
の
絶
交
を
決
定
し
た
。
一
六
日
に
会
議
が

始
ま
る
と
、
メ
ン
バ
ー
の
一
入
が
、
予
定
さ
れ
て
い
た
は
ず
の
議
事
が
な
さ
れ
な
い
こ
と
に
不
満
を
表
明
し
、
特
別
会
議
に
通
常
会
議
の
決
定

を
無
効
に
す
る
権
限
は
な
い
と
主
張
し
た
。
さ
ら
に
彼
は
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
と
の
絶
交
が
宣
言
さ
れ
た
こ
と
に
驚
き
と
不
信
を
示
し
、
モ
ン
タ
ー

ニ
ュ
派
数
人
も
抗
議
し
た
が
、
彼
ら
の
要
求
は
却
下
さ
れ
た
。
こ
れ
は
ジ
ロ
ン
ド
派
の
決
定
が
支
持
さ
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ
で
も

ジ
ロ
ン
ド
派
の
ロ
ベ
ー
ル
が
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
の
危
険
性
を
喚
起
し
、
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
と
の
絶
交
に
反
対
す
る
演
説
を
行
な
っ
た
。
こ
の
演
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

の
パ
リ
へ
の
送
付
が
主
張
さ
れ
る
に
及
ん
で
会
議
は
騒
然
と
し
議
事
は
延
期
と
な
っ
た
。

　
六
月
一
七
日
、
二
三
日
に
も
結
論
が
出
な
い
ま
ま
、
二
四
日
に
最
終
の
決
議
が
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
ジ
ロ
ン
ド
派
、
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ

派
そ
れ
ぞ
れ
が
意
見
を
交
換
し
た
後
、
ク
ラ
ブ
は
次
の
よ
う
な
決
議
を
出
し
た
。
そ
れ
は
「
ク
ラ
ブ
は
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
と
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

を
結
ぶ
絆
を
ま
す
ま
す
固
め
る
こ
と
を
望
む
」
と
い
う
手
紙
と
会
議
の
議
事
録
を
パ
リ
に
送
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ

が
五
月
三
一
鶏
の
革
命
を
承
認
し
、
反
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
を
決
定
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
国
民
公
会
へ
の
建
白
書
も
七
月
上
旬
に
送

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

ら
れ
、
議
会
に
も
ル
ー
ア
ン
の
反
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
の
姿
勢
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
の
だ
っ
た
。
こ
れ
に
と
も
な
い
ク
ラ
ブ
内
の
ジ
ロ
ン
ド
派
は
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

月
末
か
ら
続
々
と
脱
会
す
る
こ
と
に
な
る
。
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三
　
市
議
会
と
の
関
係

　
こ
う
し
た
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
不
安
定
な
政
治
姿
勢
は
、
単
に
中
央
の
政
治
情
勢
の
影
響
を
考
え
る
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
。
そ
こ

で
同
時
期
の
ル
ー
ア
ン
市
の
政
治
状
況
を
考
察
す
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
　
章
で
も
触
れ
た
市
議
会
と
の
関
係
に
注
目
し
て
み
よ
う
。
ク
ラ

ブ
と
市
議
会
と
の
関
係
が
悪
化
し
だ
す
の
は
、
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
事
件
以
後
、
特
に
三
月
末
か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
革
命
裁
判
所
の
設

置
を
め
ぐ
る
両
者
の
対
応
に
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
パ
リ
に
革
命
裁
判
所
が
設
置
さ
れ
た
の
は
三
月
一
四
日
で
あ
っ
た
。
こ
れ
を
う
け
て
二
九
日
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に
市
議
会
で
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
の
一
人
が
ル
ー
ア
ン
に
も
設
置
を
求
め
る
請
願
書
作
成
を
提
案
し
た
。
こ
れ
は
市
内
の
ジ
ロ
ン
ド
派
に
対

す
る
圧
力
で
あ
っ
た
が
・
市
議
会
に
お
い
て
は
ジ
。
ン
ド
派
が
優
勢
で
あ
っ
た
た
め
・
こ
れ
を
却
下
し
て
い
麺
・
一
友
翌
三
〇
日
・
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
お
い
て
同
じ
提
案
が
出
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
は
国
民
公
会
へ
請
願
書
を
送
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
こ
れ
は
明
ら
か
に
市
議
会
と
ク
ラ
ブ
の
革
命
へ

の
姿
勢
の
相
違
を
示
し
て
い
る
。

　
ク
ラ
ブ
は
裁
判
所
設
置
要
求
と
平
行
し
て
、
別
の
か
た
ち
で
市
議
会
の
政
治
姿
勢
を
牽
制
し
た
。
そ
れ
が
市
監
視
委
員
会
の
創
設
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
委
員
会
は
九
三
年
四
月
一
日
、
ク
ラ
ブ
の
急
進
派
で
市
役
人
の
ピ
ロ
ン
の
提
案
で
創
設
さ
れ
、
九
人
目
委
員
は
全
員
が
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派

支
持
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
で
あ
っ
た
。
委
員
会
の
任
務
は
、
行
政
と
保
安
に
関
す
る
す
べ
て
に
つ
い
て
市
と
共
同
し
て
行
動
し
、
反
革
命
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

行
動
の
取
締
り
や
治
安
維
持
活
動
に
従
事
す
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
規
定
に
よ
れ
ば
市
監
視
委
員
会
は
完
全
に
市
議
会
の
管
轄
下
に
あ
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
そ
の
成
立
の
経
緯
か
ら
委
員
会
が
市
議
会
と
対
立
し
、
自
律
的
に
活
動
す
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
四
月
～
六
日
、
市

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

議
会
の
メ
ン
バ
ー
の
～
人
が
奪
ミ
§
紺
ミ
ざ
ミ
尽
ミ
紙
⊥
ハ
六
号
に
掲
載
さ
れ
た
記
事
を
非
難
し
た
。
そ
こ
に
は
ル
ー
ア
ン
の
市
監
視
委
員
会
か

ら
パ
リ
市
の
監
視
委
員
会
あ
て
の
手
紙
の
形
式
で
、
市
議
会
と
ル
ー
ア
ン
市
民
へ
の
中
傷
が
書
か
れ
て
い
た
。
た
だ
ち
に
委
員
会
は
、
決
し
て

ル
ー
ア
ン
市
の
公
共
精
神
、
市
議
会
の
愛
国
心
に
疑
い
を
向
け
て
い
る
の
で
は
な
い
と
釈
明
し
、
布
議
会
は
　
応
納
得
し
た
が
、
委
員
会
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

類
は
押
収
さ
れ
て
委
員
会
は
独
自
に
通
信
を
行
う
こ
と
が
禁
止
さ
れ
た
。
さ
ら
に
四
月
一
九
日
に
は
、
ガ
ヤ
ー
ル
な
る
人
物
が
パ
リ
の
ク
ラ
ブ

に
出
し
た
書
簡
が
パ
リ
の
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
も
ル
ー
ア
ン
市
の
公
共
精
神
を
非
難
す
る
内
容
で
あ
っ
た
た
め
、
市
議
会
の
ジ
ロ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
は
激
し
く
反
発
し
、
市
議
会
の
議
事
録
を
抗
議
の
手
紙
と
と
も
に
県
選
出
の
公
会
議
員
、
公
安
委
員
会
、
パ
リ
市
議
会
へ
送
付
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
事
件
の
影
響
を
受
け
て
市
監
視
委
員
会
の
活
動
は
、
九
三
年
八
月
ま
で
鈍
化
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
ジ
ロ
ン
ド
派
は
勢

力
を
回
復
し
、
ピ
ロ
ン
ら
の
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
勢
力
に
一
時
的
に
勝
利
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時
期
の
ク
ラ
ブ
の
不
安
定
な
姿
勢
の
背
景

に
は
、
こ
の
よ
う
な
穏
和
派
勢
力
の
牙
城
た
る
市
議
会
と
急
進
派
に
な
り
つ
つ
あ
る
ク
ラ
ブ
の
勢
力
均
衡
の
事
態
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
そ
の
後
、
フ
ェ
デ
ラ
リ
ス
ム
の
挫
折
か
ら
、
ル
ー
ア
ン
の
政
治
情
勢
は
大
き
く
変
化
す
る
こ
と
に
な
る
。
八
月
に
入
る
と
再
び
ク
ラ
ブ
は
市
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⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

議
会
へ
の
圧
力
を
強
く
す
る
。
国
民
衛
兵
参
謀
部
へ
の
非
難
、
八
月
に
起
こ
っ
た
反
革
命
的
事
件
を
め
ぐ
る
市
の
穏
健
な
対
応
へ
の
反
発
、
フ

ェ
デ
ラ
リ
ス
ト
の
疑
惑
を
受
け
た
元
メ
ン
バ
ー
の
追
求
を
請
願
書
で
表
明
し
て
い
る
。
こ
の
膠
着
状
態
を
崩
し
た
の
は
、
パ
リ
か
ら
の
優
し
い

　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

派
遣
議
員
で
あ
っ
た
。
八
月
一
七
日
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
、
ル
ー
シ
ュ
の
二
人
の
派
遣
議
員
は
ル
ー
ア
ン
に
到
着
し
た
。
彼
ら
の
主
な
任
務
は
ノ

ル
マ
ン
デ
ィ
ー
地
方
の
食
糧
不
足
の
原
因
調
査
と
食
糧
確
保
の
た
め
に
必
要
な
策
を
講
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
彼
ら
は
そ
れ
の
み
な
ら

ず
ル
ー
ア
ン
の
政
治
情
勢
に
か
ん
が
み
て
、
ク
ラ
ブ
寄
り
の
姿
勢
を
と
っ
た
。
そ
し
て
八
月
二
九
日
、
県
議
会
に
お
い
て
、
市
監
視
委
員
会
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

改
組
し
た
県
公
安
委
員
会
設
置
を
宣
一
冨
し
た
の
で
あ
る
。
従
来
の
委
員
会
が
市
役
人
や
市
会
議
員
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
、
こ
の
委

員
会
は
県
か
ら
三
名
、
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
か
ら
二
名
、
市
か
ら
国
名
、
計
～
単
名
の
代
表
か
ら
構
成
さ
れ
、
行
政
・
公
安
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る

権
隈
を
も
つ
も
の
と
な
っ
た
。
委
員
会
は
ほ
ぼ
ク
ラ
ブ
の
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
が
占
め
、
こ
の
委
員
会
の
創
設
に
よ
っ
て
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
ク

ラ
ブ
支
配
、
恐
怖
政
治
は
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
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①
き
ミ
毫
憲
ミ
§
ミ
題
譜
さ
・
ミ
偽
藻
偽
曽
q
①
．
（
り
ζ
鋤
抄
一
部
⑩
O
）
　
き
窺
、
ミ
N
寒
さ
㍗

　
ミ
§
ミ
魯
§
譜
沁
ミ
§
耀
ミ
§
毒
ミ
融
ミ
§
』
譜
簿
浄
勘
N
鴨
き
豪
邸
ミ
偽
甲
。
。
一
．
（
①

　
密
籠
㊦
戸
ミ
8
）

②
登
ミ
ミ
N
§
属
鼠
恥
譜
ミ
9
・
羅
ミ
凡
§
曽
δ
（
。
。
ζ
聖
G
。
唱
肖
魯
山
①
轟
観
ヨ
Φ
）

　
～
七
九
一
年
三
月
八
日
発
行
。

③
9
餌
a
。
戸
愚
．
ミ
も
．
望
’

④
き
§
ミ
』
爵
缶
§
傍
誉
登
9
叢
賊
昏
ミ
§
る
国
（
卜
。
ω
ぎ
段
レ
刈
⑩
一
）

⑤
○
訂
a
。
p
愚
■
ミ
も
．
O
b
。
■

⑥
六
月
二
〇
日
に
暴
動
を
起
こ
し
た
パ
リ
市
民
が
議
会
へ
押
し
掛
け
、
つ
い
で
王

　
宮
に
侵
入
し
て
愛
国
派
大
臣
の
免
職
と
軍
隊
の
不
活
動
に
反
対
し
、
二
時
聞
に
わ

　
た
り
罵
声
を
浴
び
せ
た
事
件
。

⑦
O
ご
己
。
卸
§
ミ
も
司
宰
①
る
。
。
・
こ
の
事
件
と
ル
ー
ア
ン
の
政
治
情
勢
と
の
関

　
わ
り
は
次
の
論
文
に
詳
し
い
。
○
「
U
象
。
グ
．
．
ゼ
窃
ぎ
巳
σ
q
話
ω
o
o
艮
円
Φ
－
吋
⑪
＜
鼠
亭

　
謡
。
ヨ
巴
掃
の
節
殉
。
信
魯
仙
Φ
甘
一
嵩
融
き
三
夕
8
⑦
二
Φ
讐
。
寄
一
篇
．
曾
霧
一
§
牙

　
ピ
。
ξ
ω
×
≦
、
．
甲
再
》
■
肉
’
卜
○
◎
野
塩
り
ω
N

⑧
○
訂
a
。
戸
魯
ミ
も
ワ
刈
P
。
。
b
。
出
①
■

⑨
§
卸
薯
■
。
。
㌣
8
晶
Ω
騨
§
ぴ
茜
ざ
§
ミ
も
」
ら
。
①
’

⑩
O
訂
a
Q
p
愚
■
ミ
も
℃
■
㊤
9
一
〇
り

⑪
諸
⇔
鎚
鼠
p
恥
ミ
隷
ミ
§
N
ミ
帖
§
》
§
箆
自
署
」
c
。
り
直
お
∴
O
ご
a
。
贈
号

　
§
も
や
■
一
〇
㎝
高
O
ρ
Ω
⑫
ゆ
ヨ
び
鐸
ざ
愚
■
聾
も
ウ
。
。
一
－
ω
卜
。
．
事
件
は
、
九
三
年
一
月

　
九
日
、
弁
護
士
オ
ー
モ
ー
ヌ
が
新
聞
紙
上
に
国
王
助
命
嘆
願
書
を
載
せ
、
自
宅
前

　
で
署
名
を
つ
の
っ
た
こ
と
が
契
機
と
な
っ
た
。
二
日
間
に
わ
た
る
デ
モ
、
ク
ラ
ブ

　
の
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
暴
動
、
自
由
の
木
引
き
抜
き
な
ど
の
末
、
当
局
の
介
入
で

　
オ
ー
モ
…
ヌ
ら
が
逮
捕
さ
れ
、
運
動
は
鎮
静
化
し
た
。
オ
ー
モ
…
ヌ
の
自
宅
が

　
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
広
場
に
面
し
た
七
番
地
に
あ
っ
た
た
め
、
ル
ー
ジ
ュ
マ
ー
ル
事

　
件
と
呼
ば
れ
る
。
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⑫
○
ご
a
。
戸
愚
．
ら
欺
も
娼
」
O
①
－
δ
ガ
Ω
伽
お
ヨ
ぴ
類
ざ
号
§
も
眞
ド
ま
た
同
日
、

　
囚
人
の
扱
い
が
寛
大
に
す
ぎ
る
と
、
市
へ
代
表
を
派
遣
し
不
平
を
述
べ
て
い
る
。

　
三
月
一
九
日
に
は
事
件
の
裁
判
が
迅
速
に
開
か
れ
る
よ
う
公
会
に
手
紙
を
香
く
こ

　
と
を
決
定
し
て
い
る
。
0
7
費
仙
o
P
魯
．
§
も
泌
お
’
参
魚
。
さ
ら
に
四
月
三
〇

　
碍
に
公
会
と
法
務
省
へ
事
件
の
有
罪
者
の
処
罰
を
要
求
す
る
手
紙
を
送
る
こ
と
を

　
決
定
し
て
い
る
。
竃
£
・
N
零
ユ
P
恥
ミ
貯
ミ
§
ミ
炉
開
§
㌧
§
餐
騎
偽
．
℃
」
匁
．
一
〇
訂
「
－

　
畠
。
鈍
号
．
ミ
も
．
誌
碧
Ω
騨
㊦
ヨ
げ
毒
ざ
魯
■
甑
野
箸
■
凸
－
蒔
卜
。
．
参
照
。

⑬
○
訂
a
。
戸
魯
■
ミ
ー
箸
．
＝
窃
－
＝
。
。
∴
Ω
⑫
§
げ
田
ざ
号
ミ
も
唱
」
ミ
ー
置
。
。
・

⑭
O
訂
a
。
P
魯
、
ミ
も
P
＝
刈
－
＝
。
。
狽
8
∴
鎗
甲
蕊
ω
．

⑮
ク
ラ
ブ
の
会
議
に
は
三
種
類
の
会
議
が
あ
っ
た
。
運
営
会
議
ω
曾
目
高
瓢
．
四
解

　
鼠
巳
ω
『
蝕
δ
鵠
は
内
部
の
秩
序
や
管
理
上
の
問
題
だ
け
を
扱
い
、
役
職
に
就
い
て

　
い
る
メ
ン
バ
ー
や
ク
ラ
ブ
内
の
委
員
会
だ
け
が
集
ま
る
も
の
で
議
事
録
は
残
さ
れ

　
な
い
。
特
別
会
議
働
き
8
ω
℃
讐
ざ
島
興
窃
は
メ
ン
バ
ー
だ
け
が
参
加
す
る
会

　
議
で
あ
っ
た
。
公
開
会
議
。
。
ひ
導
。
①
。
・
2
σ
9
呂
ω
は
逓
常
会
議
ω
審
⇒
8
ω
o
a
や

　
p
包
屋
ω
会
議
と
特
例
会
議
。
。
曾
⇒
8
。
。
①
×
茸
β
・
o
「
象
舜
冒
。
ω
が
あ
り
、
～
毅
席
に
傍

　
聴
者
が
入
る
。
し
か
し
特
別
会
議
も
九
｝
年
～
二
月
以
降
通
常
会
議
と
同
様
に
、

　
公
開
で
開
か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
0
ご
a
o
戸
信
ら
雲
譲
」
c
。
－
一
Φ
．

⑯
O
ご
「
畠
。
P
信
ミ
も
ワ
這
⊆
・
∴
笛
①
．
こ
の
穏
和
派
の
県
白
書
に
対
し
て
県
・
デ

　
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
は
二
七
日
、
二
八
日
に
支
持
を
決
定
。
Ω
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ヨ
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〇
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山
ざ
9

⑳
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§
§
寒
・
N
§
§
§
譜
勲
δ
翠
甲
じ
駁
戸
署
』
O
鳥
ム
O
黛
§
§
N
ミ
譜
貯

　
さ
ミ
ミ
野
駆
ω
．
（
一
蒔
一
碧
＝
Φ
｛
響
一
刈
り
ω
）

｛
⑫
　
O
げ
霞
畠
。
戸
信
’
鳥
野
口
O
」
ω
ω
山
ω
c
◎
．
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
ク
ラ
ブ
の

　
フ
ェ
デ
ラ
ス
ム
反
乱
に
対
す
る
反
応
に
つ
い
て
は
℃
ぎ
α
q
急
▼
．
．
い
①
。
。
冨
o
o
江
暴

　
ゴ
田
島
3
－
μ
O
H
ヨ
鱒
O
畠
ω
h
凶
O
㊦
帥
『
O
ユ
も
o
c
o
叡
q
飴
帥
ユ
Q
り
件
㊦
．
．
渦
潮
じ
㊦
O
㊦
コ
営
⑦
築
山
＜
「
巴
ω
島
㊦

　
菊
㊦
o
ご
。
岸
⑦
露
。
・
8
同
δ
償
P
沁
縣
竃
N
ミ
凡
§
ミ
ミ
o
N
ミ
§
N
§
財
愚
竃
N
ミ
§
ミ
ミ
、
象
ミ
四
〉
げ
、
一

　
ミ
ミ
§
合
口
ピ
Φ
悶
帥
≦
や
お
り
ρ
℃
O
．
ら
Q
5
ゐ
ト
っ
○
。
．

⑬
Ω
卿
①
ヨ
び
鑓
ざ
魯
．
9
。
野
署
．
↓
c
。
歯
ρ

⑳
§
さ
O
ご
誌
。
戸
§
ミ
も
」
写
る
。
ω
ω
。
ぎ
曹
鼻
ミ
も
や
お
〒
5
卜
。
’

⑳
O
訂
⇒
o
ぎ
①
山
、
〉
≦
磐
畠
舞
魯
■
亀
野
O
』
0
蒔
・

⑱
Ω
騨
①
ヨ
び
雷
ざ
愚
．
ミ
も
℃
■
。
。
。
。
歯
。
。
■

⑳
営
ミ
§
、
偽
ミ
津
ミ
心
舞
①
①
λ
δ
〉
鼠
搾
ミ
り
ω
∀

⑱
Ω
卿
§
穿
寒
雲
ミ
も
㍗
。
。
⑩
－
8
．

⑳
　
§
罫
℃
P
り
？
り
ト
⊃
∴
0
7
費
儀
o
P
§
．
鳥
肝
や
一
一
⑩
’
ガ
ヤ
ー
ル
の
書
簡
が
載
っ
た

　
の
は
じ
q
ミ
貯
§
寒
貯
O
§
§
ミ
。
石
器
P
ま
た
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
も
四
月
二
〇

　
日
、
パ
リ
の
ク
ラ
ブ
へ
詳
細
を
知
る
た
め
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
。

⑳
O
訂
乙
。
戸
籍
■
ミ
も
．
冨
り
∴
Ω
騨
窪
ぴ
鑓
メ
§
ミ
も
℃
」
8
山
鐸

⑳
Ω
騨
窪
げ
「
睾
魯
．
ミ
も
で
．
ミ
鼻
山
口
。
。
．

⑫
§
猟
も
ワ
｝
蕩
尽
⑩
①
．
る
蕃
a
§
響
魯
■
9
。
h
も
」
亀
．

⑭
　
こ
の
地
方
の
派
遣
議
員
の
活
動
に
つ
い
て
は
、
℃
『
σ
q
募
・
．
ド
⑦
ω
お
℃
み
ω
㊦
p
－

　
雷
艮
ω
2
ヨ
厨
ω
δ
P
ピ
霧
讐
一
”
o
君
窪
×
「
o
讐
雰
㊦
三
四
艮
ω
㊦
p
ヨ
陣
。
。
。
。
δ
昌
。
⇒

　
凋
餌
三
曾
堵
。
§
雪
象
㊦
2
一
、
貯
閏
Φ
9
”
一
．
臼
。
p
囲
（
一
刈
⑩
G
Q
∴
刈
り
q
）
．
、
∵
罠
O
o
ヨ
ま

　
み
α
q
δ
p
巴
畠
、
露
の
8
騨
①
匹
①
㌶
力
曾
。
営
瓢
。
四
国
帥
黛
曾
2
0
「
ヨ
弾
巳
δ
（
盆
’
）
“
郎

　
ぎ
竃
錠
ミ
建
ミ
争
き
㌧
ミ
ミ
§
酊
鴨
、
四
沁
電
ミ
ミ
馬
§
N
謎
や
嵐
c
Q
O
9
知
。
葦
戸
　
隠
り
り
b
っ
顧

　
唱
や
ω
刈
？
ω
り
⑳

⑭
O
ぎ
a
o
p
魯
．
ミ
も
」
傘
「
一
Ω
卿
①
ヨ
げ
類
ざ
魯
■
ミ
も
P
這
刈
－
6
c
。
卜

㊧
O
箔
置
8
ビ
号
ミ
も
．
竃
一
■

（497）21



第
三
章
　
ク
ラ
ブ
の
活
動
－
一
七
九
三
年
八
月
か
ら
九
四
年
七
月
i

22 （498）

ク
ラ
ブ
の
活
動
－
行
政
へ
の
圧
力
1

　
ク
ラ
ブ
は
、
県
公
安
委
員
会
の
組
織
に
よ
り
市
政
へ
の
圧
力
を
強
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
市
議
会
の
構
成
は
変
わ
ら
ず
、
依
然
と
し

て
穏
和
派
勢
力
と
し
て
君
臨
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
九
三
年
九
月
以
降
も
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
の
対
立
は
続
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
対
立
の
最
大

の
争
点
は
、
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
食
糧
不
足
の
責
任
と
革
命
軍
の
組
織
で
あ
っ
た
。
九
三
年
秋
、
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
は
食
糧
不
足
が
深
刻
な

状
況
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
市
議
会
は
い
く
つ
か
の
策
を
講
じ
た
。
例
え
ば
菓
子
パ
ン
類
の
製
造
禁
止
（
九
月
七
日
）
、
市
食
糧
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

員
会
の
設
置
（
九
月
一
一
日
）
や
、
富
裕
者
へ
の
二
〇
〇
〇
リ
ー
ヴ
ル
の
強
制
公
債
決
定
（
九
月
一
六
日
）
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
さ
ら
に
二
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

日
に
は
市
内
で
家
宅
捜
索
も
行
な
わ
れ
た
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
到
底
、
不
足
を
補
え
る
わ
け
は
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
情
勢
に
お
い
て
ク
ラ
ブ

は
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
五
日
（
一
〇
月
二
六
日
）
、
市
議
会
に
二
名
の
代
表
を
送
り
パ
ン
価
格
の
値
下
げ
を
要
求
す
る
こ
と
を
決
定
し
、
実
際
に
翌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

六
日
に
は
、
食
糧
問
題
討
論
の
た
め
に
代
表
が
市
議
会
を
訪
れ
て
い
る
。
ま
た
県
議
会
に
対
し
て
は
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
＝
日
（
｝
○
月
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

日
）
、
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
九
日
（
一
〇
月
三
〇
日
）
の
二
度
に
わ
た
り
革
命
軍
の
創
設
を
請
願
し
て
い
る
。
国
民
公
会
に
も
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
五
日
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

ル
ー
ア
ン
市
議
会
粛
清
の
た
め
の
革
命
軍
の
派
遣
を
依
頼
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
市
議
会
は
露
骨
に
反
対
し
な
い
も

の
の
、
ク
ラ
ブ
に
「
市
の
能
力
を
こ
え
る
」
と
い
う
手
紙
を
出
し
た
こ
と
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
自
治
体
が
創
設
す
る
革
命
軍
に
反
対
の
立
場

　
　
　
　
　
　
⑦

を
崩
さ
な
か
っ
た
。

　
革
命
軍
を
め
ぐ
る
市
議
会
の
弱
腰
と
も
あ
い
ま
っ
て
、
ク
ラ
ブ
の
市
議
会
不
信
は
日
々
強
く
な
り
様
々
な
圧
力
が
な
さ
れ
た
。
ヴ
ァ
ン
デ
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

エ
ー
ル
五
日
頃
九
三
年
九
月
二
六
日
）
に
は
議
員
の
給
与
支
払
停
止
案
、
翌
六
日
に
は
「
人
民
の
信
頼
に
値
し
な
い
行
政
機
関
〔
市
・
デ
ィ
ス
ト
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ク
ト
・
県
の
各
議
会
〕
の
メ
ン
バ
ー
の
変
更
」
の
要
求
が
論
じ
ら
れ
た
。
そ
し
て
行
政
機
関
変
更
の
要
求
は
、
同
一
〇
日
、
国
民
公
会
に
対
し
て
、
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⑪

ま
た
同
一
七
B
に
は
派
遣
議
員
に
対
し
て
、
請
願
書
の
か
た
ち
で
実
行
さ
れ
た
。

　
派
遣
議
員
が
超
法
規
的
な
手
段
で
市
政
を
変
革
し
た
の
は
、
そ
れ
か
ら
一
ヵ
月
も
経
た
な
い
う
ち
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

日
（
一
〇
月
三
～
日
）
の
議
事
録
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

　
　
　
「
派
遣
議
員
ド
ラ
ク
ロ
ワ
が
会
議
に
出
席
し
た
。
〔
中
略
　
彼
は
議
長
の
賛
辞
に
応
え
た
後
〕
彼
の
同
僚
ル
ー
シ
ュ
、
ル
ジ
ャ
ン
ド
ル
と
共
に
、
ル
ー
ア

　
　
ン
市
の
諸
行
政
機
関
を
罷
免
し
た
こ
と
、
仮
に
県
と
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
の
執
行
部
、
そ
し
て
市
行
政
官
を
定
め
た
こ
と
を
伝
え
た
。

　
　
　
彼
は
、
ク
ラ
ブ
に
市
議
会
を
形
成
す
る
た
め
の
六
四
人
の
メ
ン
バ
ー
を
、
彼
ら
に
示
す
よ
う
に
依
頼
し
た
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

さ
ら
に
翌
＝
日
の
議
事
録
を
み
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
「
メ
ン
バ
ー
の
ウ
ド
リ
ー
ヌ
が
コ
ミ
ュ
ー
ン
の
新
市
議
会
を
構
成
す
る
人
の
名
を
読
み
上
げ
た
。
ク
ラ
ブ
と
一
般
席
の
人
々
は
、
大
き
な
拍
手
で
も
つ

　
　
て
こ
れ
を
承
認
し
た
。
〔
後
略
〕
」

　
こ
の
こ
と
は
派
遣
議
員
が
穏
健
路
線
の
市
議
会
な
ど
諸
機
関
を
強
引
に
罷
免
し
、
選
挙
と
い
う
形
式
を
と
ら
ず
に
、
ク
ラ
ブ
と
連
携
し
て
革

命
的
な
政
治
機
関
を
任
命
し
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
新
市
議
会
は
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
七
日
（
＝
二
七
日
）
、
市
議
会
が
ル
ー
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
デ
ク
レ
を
受
け
て
、

ン
の
革
命
軍
を
組
織
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
ブ
リ
メ
ー
ル
一
四
日
（
　
二
月
四
日
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ラ
ブ
は

正
式
に
革
命
政
府
の
一
機
関
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
派
遣
議
員
と
共
に
行
政
機
関
に
お
け
る
粛
清
を
薪
た
に
す
る
こ
と
に
な
る
。
同
二
五
日

か
ら
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
六
日
（
　
二
月
二
六
日
置
ま
で
、
ク
ラ
ブ
は
、
市
議
会
だ
け
で
な
く
デ
ィ
ス
ト
リ
ク
ト
議
会
、
県
議
会
、
さ
ら
に
は
監
視
委

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

員
会
の
構
成
員
の
候
補
リ
ス
ト
を
作
成
す
る
こ
と
に
討
論
を
費
や
し
て
い
る
。
こ
の
リ
ス
ト
を
も
と
に
し
て
、
派
遣
議
員
と
ク
ラ
ブ
は
ピ
ロ
ン

を
市
長
と
す
る
急
進
的
な
市
議
会
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　
ク
ラ
ブ
に
よ
る
市
議
会
へ
の
圧
力
は
こ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
そ
の
典
型
例
が
、
共
和
二
年
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
の
市
議
会
の
場
所
の
変
更

で
あ
る
。
市
議
会
は
革
命
当
初
か
ら
旧
来
の
市
庁
舎
で
行
な
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
こ
は
一
般
席
の
数
が
少
な
く
、
い
つ
も
傍
聴
希
望
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

全
員
が
傍
聴
で
き
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
ニ
四
日
（
九
四
年
三
月
　
五
日
）
、
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
ブ
ラ
ン
シ
ュ
が
、
す
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⑰

ぐ
に
市
議
会
を
訪
れ
て
場
所
変
更
の
要
求
を
出
す
こ
と
を
提
案
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
こ
の
提
案
を
可
決
し
、
議
長
を
先
頭
超
市
議
会
を
訪
れ
た
。

市
議
会
で
は
激
し
い
議
論
に
な
っ
た
が
、
助
役
ア
ル
ヴ
ェ
ー
ル
と
市
長
ピ
ロ
ン
の
提
案
で
、
ク
ラ
ブ
の
要
求
通
り
市
議
会
は
旧
大
司
教
館
へ
移

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

聡
し
会
議
を
開
く
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
事
件
は
ク
ラ
ブ
の
布
議
会
に
対
す
る
優
位
を
確
認
す
る
事
件
で
あ
る
。
一
般
席
の
席
数
が
確
保
さ
れ

る
場
所
で
の
公
開
会
議
は
、
…
下
席
に
陣
取
る
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
や
サ
ン
キ
ュ
ロ
ッ
ト
の
監
視
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
ク
ラ
ブ
の

市
政
へ
の
監
視
を
容
易
に
す
る
た
め
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
さ
ら
に
九
四
年
春
に
も
、
一
月
に
任
命
さ
れ
た
ば
か
り
の
各
行
政
機
関
に
お
け
る
粛
清
を
ク
ラ
ブ
と
派
遣
議
員
が
行
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

穏
健
派
と
過
激
派
の
駆
遂
を
狙
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
は
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
反
動
ま
で
、
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
の
対
立
は
見
ら
れ
な
い
。
よ

う
や
く
モ
ン
タ
ー
ニ
ュ
派
の
独
裁
が
完
成
し
た
と
い
え
る
が
、
そ
れ
は
束
の
間
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
反
動
後
、
ク
ラ
ブ
と
市
議

会
の
対
立
は
、
ク
ラ
ブ
が
反
動
・
穏
和
派
、
市
議
会
が
急
進
派
と
い
う
逆
の
図
式
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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ニ
　
ク
ラ
ブ
の
活
動
領
域
の
拡
大

　
前
節
で
検
討
し
た
ク
ラ
ブ
に
よ
る
市
議
会
へ
の
圧
力
と
市
議
会
掌
握
の
流
れ
と
平
行
し
て
、
九
三
年
秋
以
降
、
ク
ラ
ブ
の
討
論
活
動
で
は
、

デ
ク
レ
・
法
の
作
成
に
つ
い
て
の
政
治
論
議
が
減
少
す
る
。
そ
れ
に
代
わ
り
重
要
な
議
題
に
な
っ
た
の
が
、
食
糧
問
題
と
国
防
問
題
で
あ
る
。

食
糧
問
題
は
前
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
の
問
で
大
き
な
対
立
を
引
き
起
こ
し
た
が
、
そ
の
他
に
も
日
常
的
に
ク
ラ
ブ
で
話
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

合
わ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
七
日
（
一
〇
月
八
日
）
の
飲
料
の
密
造
、
食
料
の
価
格
設
定
に
つ
い
て
の
討
論
、
ブ
リ
ュ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

メ
ー
ル
四
日
目
一
〇
月
二
五
日
）
の
パ
ン
価
格
高
騰
に
つ
い
て
の
討
論
、
同
七
日
の
じ
ゃ
が
い
も
の
徴
発
を
勧
め
る
請
願
書
送
付
、
な
ど
が
あ

⑫る
。
革
命
軍
が
創
設
さ
れ
た
こ
と
で
食
糧
問
題
の
懸
念
が
な
く
な
り
、
九
三
年
宋
に
は
こ
の
問
題
は
一
段
落
す
る
。
し
か
し
そ
の
後
も
、
国
民

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

公
会
の
食
糧
委
員
会
の
ミ
ス
を
修
正
す
る
た
め
の
代
表
派
遣
や
、
市
議
会
に
対
す
る
仲
買
人
処
罰
要
求
、
そ
の
他
荒
地
の
開
拓
に
市
民
と
共
に

　
　
　
　
　
　
　
⑮

参
加
し
て
い
る
様
子
な
ど
か
ら
、
こ
の
件
に
関
す
る
ク
ラ
ブ
の
関
心
が
衰
え
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
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一
方
、
国
防
問
題
に
つ
い
て
も
熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
七
日
（
九
三
年
九
月
二
八
日
）
に
は
イ
ギ
リ
ス
へ
の
海
上
侵

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

攻
計
画
が
読
ま
れ
、
重
度
〇
日
に
も
、
イ
ギ
リ
ス
に
対
す
る
永
久
戦
争
の
宣
言
を
国
民
公
会
に
う
な
が
す
提
案
が
決
定
さ
れ
た
。
特
に
ク
ラ
ブ

は
寄
付
に
つ
い
て
申
心
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
同
一
二
日
に
は
、
古
着
回
収
が
呼
び
か
け
ら
れ
翌
日
か
ら
連
日
、
古
着
、
銃
、
金
銭
の
寄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

付
が
続
き
ク
ラ
ブ
は
そ
の
管
理
に
奔
走
し
た
。
寄
付
は
断
続
的
に
続
け
ら
れ
、
集
め
ら
れ
た
金
銭
は
市
議
会
へ
と
送
ら
れ
た
。
九
四
年
夏
に
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

っ
て
も
依
然
こ
の
熱
意
は
醒
め
ず
、
ク
ラ
ブ
の
寄
付
で
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
を
建
造
し
よ
う
と
い
う
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
展
開
し
た
。
ま
た
ク
ラ
ブ
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

こ
の
時
期
に
多
く
の
革
命
祭
典
の
組
織
に
関
わ
り
、
参
加
し
て
い
る
。
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
理
性
の
祭
典
、
八
九
年
に
「
殉
死
し
た
」
市
民
の

　
　
　
　
⑭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

復
権
祭
典
、
ル
イ
の
処
刑
一
周
年
を
記
念
す
る
祭
典
、
ト
ゥ
ー
ロ
ン
奪
回
の
祭
典
、
最
高
存
在
の
祭
典
な
ど
枚
挙
に
暇
が
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
九
三
年
秋
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
は
変
化
が
見
ら
れ
る
。
そ
れ
ま
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
は
、
政
治
問
題
や
経
済
に
つ
い
て
の
討
論
が

主
流
で
あ
り
、
こ
れ
は
行
政
権
力
と
直
接
に
は
関
係
な
い
と
い
う
意
味
で
「
私
的
」
な
活
動
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
と
こ
ろ
が
九
三
年
秋
以

後
は
こ
う
し
た
活
動
が
減
少
し
、
「
私
的
」
と
は
い
い
き
れ
な
い
公
共
的
な
討
論
、
活
動
が
増
加
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
こ
う
し
た
公

共
領
域
へ
の
活
動
拡
大
の
延
長
と
し
て
、
ク
ラ
ブ
は
行
政
権
力
を
担
う
「
公
的
」
な
機
関
と
化
す
の
で
あ
る
。
そ
の
典
型
的
な
活
動
が
、
監
視

活
動
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
市
民
証
明
書
の
発
行
で
あ
る
。
監
視
活
動
は
九
三
年
秋
か
ら
ク
ラ
ブ
の
懸
案
で
あ
り
、
市
議
会
に
対
し
て
は
積
極
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

に
監
視
・
処
罰
を
要
求
し
て
い
る
。
例
え
ば
フ
ァ
ブ
リ
カ
ン
の
監
視
　
　
（
ヴ
ァ
ン
デ
ミ
エ
ー
ル
一
八
日
／
｝
○
月
九
日
）
、
港
周
辺
の
い
か
さ
ま
師

　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
処
罰
（
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
ニ
四
日
／
一
一
月
　
四
日
）
、
肉
屋
の
監
視
（
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
一
五
日
／
九
四
年
一
月
四
日
）
、
保
健
衛
生
委
員
会
の
設
置
、
娼

　
　
　
⑳

婦
の
逮
捕
（
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
一
九
日
／
三
月
九
日
）
な
ど
を
市
議
会
に
要
求
し
て
い
る
。
ま
た
ク
ラ
ブ
独
自
で
も
、
カ
フ
ェ
や
そ
の
他
公
共
の
場

で
の
反
革
命
的
な
会
話
の
取
締
を
す
る
委
員
の
任
命
を
決
定
し
た
り
（
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
一
八
日
／
＝
月
八
日
）
、
食
糧
の
浪
費
を
防
ぐ
た
め
の
監

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

視
委
員
を
任
命
し
て
（
ヴ
ァ
ン
ト
ー
ズ
三
日
／
二
月
二
一
日
）
、
広
場
で
監
視
に
あ
た
ら
せ
て
い
る
。

　
ま
た
実
際
に
ク
ラ
ブ
は
市
民
証
明
書
を
発
行
す
る
と
い
う
任
務
を
帯
び
て
い
た
。
ブ
リ
ュ
メ
ー
ル
三
〇
日
（
九
三
年
一
～
月
二
〇
臼
）
に
市
民

証
明
書
発
行
に
つ
い
て
基
本
事
項
が
採
択
さ
れ
、
ニ
ヴ
ォ
ー
ズ
九
日
目
一
一
万
二
九
厨
）
に
は
変
更
が
加
え
ら
れ
て
、
よ
り
厳
し
い
条
件
で
発
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⑳

行
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
規
定
は
反
革
命
容
疑
者
や
ク
ラ
ブ
の
新
規
加
入
希
望
者
に
も
適
用
さ
れ
、
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
を
親
モ
ン
タ
i

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

ニ
ュ
派
に
制
限
し
て
い
く
こ
と
に
も
な
っ
た
。
こ
の
こ
と
と
関
連
し
て
、
三
度
に
わ
た
る
メ
ン
バ
ー
の
粛
清
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
行
政
機

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

関
の
人
選
、
粛
清
も
ク
ラ
ブ
で
行
な
わ
れ
、
行
政
機
関
に
対
す
る
チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
有
し
て
い
る
こ
と
は
述
べ
た
と
お
り
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
ク
ラ
ブ
の
治
安
監
視
活
動
の
頂
点
は
、
共
和
二
年
フ
ロ
レ
ア
ル
ニ
三
日
か
ら
二
四
日
（
九
四
年
五
月
一
二
日
か
ら
一
三
日
）
に
か
け

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

て
の
、
「
愛
国
的
探
索
」
と
呼
ば
れ
る
反
革
命
容
疑
者
の
家
宅
捜
索
・
逮
捕
で
あ
る
。
フ
ロ
レ
ア
ル
ニ
三
日
、
市
議
会
は
六
〇
人
の
ク
ラ
ブ
の

メ
ン
バ
ー
を
召
集
し
た
。
そ
こ
で
市
長
ピ
ロ
ン
が
、
当
夜
の
家
宅
捜
索
に
つ
い
て
、
ま
た
派
遣
議
員
も
承
認
済
み
で
あ
る
こ
と
を
説
明
し
た
。

続
い
て
政
府
代
理
官
ポ
レ
は
、
五
〇
〇
人
の
国
民
衛
兵
が
塁
壁
を
包
囲
し
歩
哨
が
街
を
封
鎖
す
る
こ
と
、
そ
の
後
六
〇
〇
人
の
「
愛
国
者
」
が

一
〇
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
市
議
会
の
メ
ン
バ
ー
と
監
視
委
員
会
が
指
揮
す
る
と
伝
え
た
。
そ
し
て
深
夜
一
二
時
、
六
〇
人
の
市
議
会
メ

ン
バ
ー
と
六
〇
人
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
が
集
合
し
、
四
時
よ
り
一
斉
に
家
宅
捜
索
、
少
な
く
と
も
一
六
四
人
が
逮
捕
さ
れ
た
の
だ
っ
た
。
二

四
日
に
は
、
市
議
会
代
表
が
ク
ラ
ブ
で
報
告
を
行
な
い
、
監
視
下
に
お
く
必
要
の
あ
る
市
民
の
リ
ス
ト
を
ク
ラ
ブ
が
作
成
す
る
よ
う
に
依
頼
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

た
。
ク
ラ
ブ
は
家
長
の
名
だ
け
リ
ス
ト
に
載
せ
る
こ
と
で
こ
の
申
し
出
を
承
認
し
た
。
ク
ラ
ブ
は
、
秘
密
警
察
的
役
割
も
担
う
よ
う
に
な
っ
て

い
た
の
で
あ
る
。

①
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九

　
四
年
～
月
か
ら
二
月
、
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。

⑫
§
魁
も
℃
．
卜
。
ミ
山
8
「

⑬
O
。
器
㊦
ぎ
申
曇
ミ
も
や
ミ
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山
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Ω
鋒
窪
げ
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ざ
§
ミ
も
p
ω
お
山
刈
①
■

⑭
　
O
冨
註
o
P
§
ミ
も
■
鵠
①
．
報
告
は
四
〇
〇
入
を
逮
捕
し
た
と
し
て
い
る
が
、

　
実
際
は
＝
ハ
四
入
で
あ
る
。
市
長
ピ
ロ
ン
に
よ
る
誇
張
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
政
治
的
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
「
公
共
空
間
」

　
前
章
ま
で
ク
ラ
ブ
の
活
動
と
そ
の
拡
大
、
変
化
に
つ
い
て
事
実
経
過
を
整
理
し
て
き
た
が
、
本
章
で
は
、
そ
れ
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
ク

ラ
ブ
を
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
論
や
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
「
公
共
空
間
」
論
と
の
関
係
か
ら
考
察
し
て
み
た
い
。
ま
ず
彼
の
「
公
共
空
間
」
論
を
整
理
す

る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
一
八
世
紀
、
当
時
の
公
権
力
か
ら
独
立
し
た
ブ
ル
ジ
ョ
ワ
が
自
ら
の
要
求
、
主
張
を
行
な
う
政
治
的
社
会
的
空
間
、

「
市
民
的
公
共
空
間
」
が
形
成
さ
れ
、
そ
こ
で
は
従
来
タ
ブ
ー
視
さ
れ
て
い
た
宗
教
や
政
治
な
ど
の
問
題
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
議
論
さ
れ
る
。
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そ
の
結
果
、
公
権
力
を
批
判
し
う
る
「
世
論
」
が
う
ま
れ
、
こ
れ
が
権
力
の
正
当
性
を
保
証
す
る
と
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
は
こ
の
よ
う
な
空
間
が
フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
革
命
期
に
発
展
し
た
と
主
張
し
、
そ
の
支
柱
と
し
て
結
社
の
存
在
と
幽
翠
の
隆
盛
を
想
定
し

て
い
る
。
こ
こ
で
は
「
世
論
」
を
う
む
の
は
議
論
で
あ
り
、
そ
の
議
論
を
保
証
す
る
の
は
公
権
力
か
ら
独
立
し
て
い
る
こ
と
、
い
わ
ば
「
自

由
」
と
い
う
原
理
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
こ
れ
に
対
し
ベ
イ
カ
ー
は
、
一
八
世
紀
中
葉
の
ジ
ャ
ン
セ
ニ
ス
ト
論
争
、
財
政
改
革
・
穀
物
取
引
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①
　
　
　
　
　
②

め
ぐ
る
論
争
の
な
か
で
、
「
世
論
」
と
い
う
観
念
が
影
響
力
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
オ
ズ
ー
フ
、
シ
ャ
ル

　
③
チ
エ
ら
も
「
公
共
空
間
」
「
世
論
」
の
概
念
は
　
八
世
紀
申
葉
以
降
一
般
化
し
て
い
た
と
し
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
見
解
を
批
判
、
継
承
し
て
い

る
。
ま
た
旧
制
度
下
の
ア
カ
デ
ミ
ー
や
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
な
ど
結
社
の
繁
栄
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
発
展
に
つ
い
て
は
周
知
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

こ
う
し
た
革
命
前
夜
に
お
け
る
「
世
論
」
の
誕
生
に
つ
い
て
は
、
も
は
や
定
説
と
な
っ
て
い
る
と
さ
え
い
え
よ
う
。

　
と
こ
ろ
が
革
命
児
の
「
公
共
空
間
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
た
研
究
は
少
な
い
と
い
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
も
革
命
期
の
公
共
空

間
の
説
明
に
は
紙
幅
を
大
き
く
さ
い
て
お
ら
ず
、
革
命
期
の
政
治
状
況
の
変
化
に
注
意
を
払
っ
て
い
な
い
。
『
公
共
性
の
構
造
転
換
隔
旧
版
の

序
言
で
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
段
階
を
「
人
民
的
」
公
共
空
間
の
萌
芽
、
歴
史
の
経
過
の
な
か
で
抑
圧
さ
れ
た
市
民
的
公
共
圏
の
～
変
種
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

て
見
て
お
り
、
そ
の
志
向
は
「
市
民
的
公
共
空
間
」
と
変
わ
ら
な
い
と
す
る
。
し
か
し
そ
の
具
体
的
な
説
明
は
な
さ
れ
な
い
。
ま
た
新
版
の
春

雷
で
は
、
「
人
民
的
公
共
空
間
」
に
つ
い
て
「
〔
下
層
民
の
〕
人
民
的
公
共
圏
は
、
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
を
と
っ
て
い
る
公
共
圏
と
並
ん
で
、
ま
た
そ
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

に
制
約
さ
れ
な
が
ら
、
形
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
」
と
い
い
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
期
に
複
数
の
「
公
共
空
間
」
が
で
き
た
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

こ
の
よ
う
な
彼
の
見
解
に
対
し
、
革
命
期
に
お
け
る
「
公
共
空
間
」
の
実
証
的
な
研
究
は
モ
ニ
エ
の
『
民
主
的
公
共
空
間
臨
の
み
で
あ
る
。
彼

女
は
パ
リ
の
結
社
の
活
動
拡
大
、
数
の
増
加
か
ら
、
概
ね
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
の
見
解
を
支
持
し
て
お
り
、
著
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
人
民
的
公
共

空
間
の
成
立
に
肯
定
的
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
し
か
し
結
社
の
活
動
拡
大
や
数
の
増
加
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
「
公
共
愚
問
」
が
革
命
期
に

発
展
し
た
と
い
う
の
は
楽
観
的
な
解
釈
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、
「
公
共
空
間
」
「
世
論
」
の
起
源
で
は
な
く
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
期
に
お
け

る
発
展
に
つ
い
て
、
ク
ラ
ブ
の
性
格
と
活
動
か
ら
検
討
す
る
。
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フランス革命期ルーアンの昆衆協会（竹中）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

　
近
年
の
守
手
は
ク
ラ
ブ
を
政
治
的
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
し
て
と
ら
え
て
い
る
。
こ
れ
は
、
旧
制
度
下
の
フ
リ
ー
メ
ー
ソ
ン
や
ア
カ
デ
ミ
ー
、
読

書
協
会
と
は
違
い
、
ク
ラ
ブ
が
そ
の
活
動
を
主
に
政
治
討
論
に
あ
て
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
旧
制
度
下
で
も
、
統
治
・
支
配
組
織
と
し

て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
た
高
等
法
院
な
ど
の
「
社
団
」
も
、
そ
の
活
動
は
非
常
に
「
政
治
的
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
を
政
治
的
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
い

う
こ
と
も
で
き
よ
う
。
政
治
討
論
を
行
な
う
と
い
う
こ
と
だ
け
で
は
、
ク
ラ
ブ
の
政
治
性
は
と
り
た
て
て
新
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
ク
ラ
ブ
の

政
治
的
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
と
し
て
の
重
要
性
は
、
他
に
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
即
し
て
考
え
て
み
よ
う
。

　
前
章
ま
で
検
討
し
た
よ
う
に
ク
ラ
ブ
は
、
行
政
権
力
と
直
接
に
は
関
係
な
い
と
い
う
意
味
で
、
「
私
的
」
な
政
治
討
論
を
行
な
う
団
体
で
あ

っ
た
。
し
か
し
政
治
討
論
と
平
行
し
て
、
ク
ラ
ブ
は
そ
の
創
設
当
初
か
ら
、
行
政
を
担
う
「
公
的
」
機
関
で
あ
る
市
議
会
に
ク
ラ
ブ
の
メ
ン

バ
ー
を
送
り
込
み
、
直
接
的
な
影
響
力
を
強
め
て
い
っ
た
。
時
に
は
革
命
の
方
針
を
巡
っ
て
ク
ラ
ブ
と
市
議
会
は
激
し
く
対
立
す
る
こ
と
も
あ

り
、
そ
れ
が
市
の
監
視
委
員
会
創
設
な
ど
の
状
況
と
し
て
噴
出
し
た
。
一
七
九
三
年
の
春
か
ら
夏
に
か
け
て
見
ら
れ
た
、
市
議
会
と
ク
ラ
ブ
に

よ
る
二
重
権
力
状
態
は
、
九
三
年
八
月
末
の
県
公
安
委
員
会
の
創
設
に
よ
り
ク
ラ
ブ
優
位
の
形
で
一
応
決
着
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
九
三
年

秋
以
降
も
ク
ラ
ブ
は
市
議
会
に
圧
力
を
か
け
つ
づ
け
る
。
つ
い
に
は
そ
の
構
成
員
を
推
薦
し
て
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
市
議
会
支
配
を
達

成
し
、
そ
の
活
動
の
場
所
さ
え
も
ク
ラ
ブ
の
監
督
下
に
置
く
よ
う
に
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
ク
ラ
ブ
自
体
も
、
行
政
機
能
の
一
部
を
担
う
よ
う

に
な
り
、
準
行
政
機
関
と
な
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
考
え
る
と
、
ク
ラ
ブ
の
政
治
性
の
特
徴
は
、
政
治
討
論
を
行
な
う
こ
と
だ
け
で
は
な
い
こ
と
は
自
明
で
あ
ろ

う
。
む
し
ろ
そ
の
特
徴
は
、
「
社
団
」
と
は
違
い
本
来
「
私
的
」
な
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
で
あ
っ
た
の
が
、
革
命
の
進
行
と
共
に
「
公
的
」
な
行
政

機
関
へ
会
員
を
送
り
込
み
、
自
ら
も
行
政
機
関
の
性
格
・
機
能
を
得
た
こ
と
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
九
三
年
秋
以
降
は
、
も
は
や
メ
ン

バ
ー
は
ク
ラ
ブ
を
単
な
る
討
論
の
場
で
は
な
く
準
行
政
機
関
と
考
え
た
で
あ
ろ
う
し
、
メ
ン
バ
ー
と
し
て
議
論
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
政
治
へ

の
間
接
的
な
参
加
で
は
な
く
、
革
命
政
治
を
直
接
担
う
こ
と
を
意
味
し
た
と
思
わ
れ
る
。
ク
ラ
ブ
は
「
政
治
活
動
の
修
練
場
」
で
は
な
く
、
政

治
の
舞
台
そ
の
も
の
と
化
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
狭
義
の
政
治
へ
の
接
近
と
一
体
化
、
市
民
に
よ
る
「
政
治
の
主
体
化
」
が
、
ク
ラ
ブ
の
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活
動
を
最
も
明
瞭
に
特
徴
づ
け
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
う
し
た
特
徴
を
持
つ
ク
ラ
ブ
だ
が
、
革
命
当
初
の
ク
ラ
ブ
の
編
成
原
理
は
、
先
に
述
べ
た
「
自
由
」
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。
ハ
ー
バ
ー
マ

ス
が
考
え
る
よ
う
に
、
ク
ラ
ブ
は
、
そ
の
時
々
の
公
権
力
か
ら
あ
る
程
度
独
立
し
て
お
り
、
議
論
の
方
向
を
束
縛
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
に
会
員
は
、
対
立
す
る
様
々
な
意
見
を
出
し
あ
え
た
の
で
あ
る
。
そ
の
最
た
る
例
が
九
三
年
四
月
以
降
の
、
ジ
ロ
ン
ド
・
モ
ン
タ
ー

ニ
ュ
両
派
の
抗
争
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。
メ
ン
バ
ー
間
の
激
し
い
反
目
が
頂
点
に
達
す
る
こ
の
時
期
で
も
、
相
手
の
発
雷
を
完
全
に
封
じ
る
手

段
で
あ
る
、
メ
ン
バ
ー
に
対
す
る
粛
清
投
票
は
行
な
わ
れ
ず
、
活
動
に
不
満
が
あ
れ
ば
メ
ン
バ
ー
は
脱
会
す
れ
ば
よ
か
っ
た
。
活
発
な
議
論
が

行
な
わ
れ
「
世
論
」
が
形
成
さ
れ
る
場
と
し
て
の
ク
ラ
ブ
は
、
九
三
年
夏
ま
で
あ
る
程
度
機
能
し
た
と
い
え
る
。
こ
の
点
で
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス

ら
が
い
う
よ
う
な
「
公
共
空
間
」
の
一
応
の
発
展
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
こ
こ
で
留
意
す
べ
き
な
の
は
、
当
時
の
人
々
が
考
え
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

た
「
世
論
」
o
且
巳
8
要
び
言
器
と
い
う
語
の
虚
構
性
で
あ
る
。
理
念
上
は
、
議
論
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、
単
一
の
調
和
の
取
れ
た
結
論
、

「
世
論
」
は
導
き
だ
さ
れ
る
は
ず
だ
が
、
実
際
に
は
、
議
論
す
る
者
の
問
で
は
論
争
が
あ
り
、
様
々
な
見
解
が
提
出
さ
れ
、
結
局
多
数
決
で
決

議
が
出
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
琶
論
」
と
い
う
概
念
は
矛
盾
を
内
在
さ
せ
て
お
り
、
こ
れ
は
決
し
て
解
決
さ
れ
得
な
い
が
、
ク
ラ
ブ
が
行
政

機
関
で
な
い
か
ぎ
り
大
き
な
意
味
を
も
た
ず
に
済
ん
で
い
る
。

　
し
か
し
九
三
年
秋
以
降
、
ク
ラ
ブ
は
行
政
機
関
に
変
化
し
、
活
動
の
性
格
を
大
き
く
変
化
さ
せ
る
。
そ
の
討
論
活
動
に
つ
い
て
は
中
心
議
題

が
食
糧
・
国
防
問
題
に
移
っ
て
ゆ
き
、
祭
典
の
組
織
や
粛
清
な
ど
従
来
の
政
治
討
論
に
留
ま
ら
な
い
活
動
も
多
く
な
っ
て
ゆ
く
。
そ
し
て
ク
ラ

ブ
は
さ
ら
に
活
動
の
幅
を
広
げ
、
治
安
維
持
活
動
に
乗
り
出
し
た
。
特
に
市
民
証
明
書
の
発
行
、
反
革
命
容
疑
者
の
逮
捕
な
ど
は
、
ク
ラ
ブ
が

治
安
維
持
の
根
幹
に
関
わ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
公
的
」
機
能
を
果
た
す
場
合
、
政
府
の
一
組
織
と
し
て
効
率
よ
く
機
能
す

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
こ
で
は
「
公
式
見
解
」
に
沿
っ
た
単
一
の
「
世
論
」
が
実
現
さ
れ
て
多
様
な
意
見
は
排
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
し
て
異
論
を
唱
え
る
分
子
は
、
反
革
命
的
と
し
て
排
除
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
に
ク
ラ
ブ
は
九
三
年
秋
以
降
、
入
会
基
準
も
厳

格
に
な
っ
て
い
っ
た
上
、
頻
繁
に
粛
清
を
行
い
反
革
命
分
子
と
み
ら
れ
た
メ
ン
バ
ー
を
次
々
に
除
名
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
メ
ン
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バ
ー
の
等
質
性
が
保
た
れ
、
一
部
の
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
寡
頭
支
配
が
生
じ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
さ
て
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
が
い
う
「
公
共
空

間
」
は
議
論
が
自
由
に
行
な
え
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
に
よ
り
「
世
論
」
が
う
み
出
さ
れ
る
こ
と
が
条
件
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う

な
ク
ラ
ブ
の
状
況
に
お
い
て
は
、
も
は
や
自
由
な
議
論
は
許
さ
れ
ず
、
そ
れ
に
基
づ
く
「
世
論
」
は
う
ま
れ
な
い
。
こ
こ
で
展
開
さ
れ
る
討
論

は
あ
ら
か
じ
め
政
府
追
従
の
方
向
性
を
も
っ
て
お
り
統
制
さ
れ
た
も
の
で
、
そ
れ
以
外
の
意
見
。
℃
専
一
〇
濤
は
排
除
さ
れ
て
し
ま
う
。
オ
ズ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

フ
の
表
現
で
い
え
ば
、
「
世
論
」
に
か
わ
り
「
公
共
精
神
」
が
示
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
り
、
「
公
共
空
間
」
は
消
失
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
九
三
年
秋
、
ク
ラ
ブ
は
「
自
由
」
と
い
う
編
成
原
理
を
失
っ
て
お
り
、
ソ
シ
ア
ビ
リ
テ
の
変
質
が
あ
る
と
い
え
る
。
ク
ラ
ブ
は
活

動
を
公
的
な
面
に
ま
で
拡
大
し
行
政
機
関
化
す
る
｝
方
で
、
革
命
当
初
持
っ
て
い
た
自
律
性
を
失
い
、
硬
直
化
し
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
逆
説

的
で
あ
る
が
、
こ
う
し
た
質
的
変
換
が
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
ク
ラ
ブ
は
行
政
機
関
の
一
部
と
し
て
機
能
し
得
た
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

①
際
．
罫
ご
。
舞
Φ
「
響
評
§
ミ
轟
§
箏
§
き
寄
ミ
費
馬
馬
§
・
穿
§
§
箏
壽
き
き
～
㌣

　
欺
§
N
G
ミ
ミ
ミ
斗
き
鳴
肉
蓉
N
§
曽
9
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9
0
餌
ヨ
び
瓢
爵
Φ
り
一
8
ρ
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■
O
N
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甲
．
，
評
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O
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線
8
m
＝
7
。
腕
p
匹
。
＝
匿
○
己
寄
α
q
ぎ
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甲
き
寧

　
毫
N
駄
ミ
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智
§
鎖
騎
8
受
8
・
ω
毛
℃
「
δ
。
。
c
。
’

③
ロ
ジ
ェ
・
シ
ャ
ル
チ
ェ
、
松
浦
義
弘
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
の
文
化
的
起
源
』
岩

　
波
書
店
、
一
九
九
四
年
。

④
「
公
共
空
間
」
「
世
論
」
の
研
究
の
現
状
に
つ
い
て
は
以
下
を
参
照
。
じ
ご
’

　
客
舞
繋
馬
ρ
．
頻
銀
ぴ
Φ
§
器
、
ω
．
、
℃
償
窪
。
ω
9
①
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ぢ
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Φ
国
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。
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冨
単
①
g
『

　
沁
①
＜
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貯
島
8
、
、
曽
3
§
き
ミ
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。
識
ミ
N
勲
黛
ミ
舞
一
①
－
G
。
’
一
り
O
O
．
出
崎
耕
一
「
啓
蒙
思

　
想
と
フ
ラ
ン
ス
革
命
（
1
）
最
近
の
研
究
史
か
ら
」
『
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
』

　
二
五
巻
四
号
、
一
九
九
四
年
、
安
藤
隆
穂
「
フ
ラ
ン
ス
思
想
史
研
究
に
お
け
る

　
〈
公
論
〉
の
概
念
」
『
経
済
科
挙
（
名
大
）
』
四
…
　
三
四
号
、
一
九
九
五
年
。

⑤
ハ
…
バ
ー
マ
ス
、
前
掲
書
、
二
頁
。

⑥
同
上
、
．
珊
一
転
頁
。

⑦
竃
8
鼠
⑦
罫
魯
ミ

⑧
し
冒
。
葺
葭
簿
じ
d
。
葺
蔓
（
昏
．
）
り
§
鼻
も
℃
■
彦
山
ω
．

⑨
ご
d
9
。
訂
び
鼻
ミ
も
難
」
8
∴
り
O
．

⑩
モ
ナ
・
オ
ズ
ー
フ
、
阪
上
孝
道
「
公
共
精
神
」
フ
ユ
レ
、
オ
ズ
ー
フ
編
、
河
野
、

　
阪
上
、
密
永
監
訳
『
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
2
』
み
す
ず
轡
房
、
一
九
九
五
年
。
フ

　
ユ
レ
も
、
統
一
さ
れ
た
権
威
の
あ
る
「
世
論
」
と
い
う
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
の
か
げ
で
、

　
寡
頭
支
配
が
「
合
意
」
を
形
成
す
る
と
述
べ
て
い
る
。
フ
ユ
レ
、
前
掲
書
、
三
三

　
五
頁
。

⑪
H
．
≦
。
δ
。
芦
．
司
冨
○
。
ロ
欝
a
8
四
瓶
詰
唱
雪
ω
6
⇒
。
｛
じ
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。
。
曇
ざ
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賃
ヨ
α
q
簿
Φ
℃
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嵩
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畠
。
｛
同
臼
門
。
㌦
．
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只
内
ヒ
．
b
ヴ
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㊦
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（
巴
シ
雷
、
ぎ
♪
O
×
｛
o
蒼

　
一
Φ
り
♪
讐
’
ω
O
り
－
ω
一
9
結
社
の
機
能
不
全
に
つ
い
て
は
次
も
参
照
。
℃
弓
露
α
q
9
－

　
器
疏
。
望
Φ
欝
舅
。
巴
N
巴
8
。
｛
ω
嘗
Φ
「
Φ
翰
O
。
。
量
①
。
。
。
・
餌
浅
U
誘
ぴ
p
亀
8
貯

　
ひ
Φ
℃
δ
く
ぎ
。
一
書
Ω
g
雰
．
」
同
席
、
ぎ
浮
パ
ト
リ
ス
・
ゲ
ニ
フ
ィ
、
牟
田
和
恵
訳

　
「
ク
ラ
ブ
と
民
衆
協
会
」
フ
ユ
レ
、
オ
ズ
…
フ
編
、
河
野
、
阪
上
、
密
永
監
訳

　
門
フ
ラ
ン
ス
革
命
事
典
1
輪
み
す
ず
書
房
、
一
九
九
五
年
。
ま
た
議
論
の
消
失
と

　
公
共
空
間
の
関
係
に
つ
い
て
は
ω
．
↓
o
邑
⇒
餌
σ
q
P
，
＜
9
0
Φ
碧
匙
9
δ
⇒
o
⑦
ぎ
子
Φ
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⑩
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示
唆
を
得
た
。32 （508）

お
　
わ
　
り
　
に

　
最
後
に
本
稿
を
通
じ
て
確
認
で
き
る
こ
と
を
ま
と
め
、
今
後
の
展
望
を
述
べ
た
い
。
革
命
期
の
政
治
構
造
へ
の
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
関
与

に
つ
い
て
は
、
請
願
書
な
ど
の
間
接
的
な
政
治
へ
の
影
響
力
だ
け
で
な
く
、
行
政
職
へ
の
浸
透
や
市
監
視
委
員
会
の
創
設
な
ど
を
通
じ
、
市
の

政
治
に
直
接
的
影
響
力
を
強
め
て
い
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
頂
点
が
一
七
九
四
年
初
頭
の
市
議
会
改
選
で
あ
っ
た
。
「
ク
ラ
ブ

独
裁
」
と
も
い
え
る
こ
の
帯
議
会
の
誕
生
に
よ
り
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
は
ス
ム
ー
ズ
に
ル
ー
ア
ン
に
移
入
さ
れ
た
。
一
方
、
共
和
二
年
以
降
は
、

ク
ラ
ブ
自
体
が
公
共
的
活
動
を
展
開
し
、
さ
ら
に
「
公
的
」
機
関
と
し
て
地
方
政
治
に
関
与
し
た
の
だ
っ
た
。
ル
ー
ア
ン
に
お
け
る
恐
怖
政
治

と
は
、
ク
ラ
ブ
と
ク
ラ
ブ
が
支
配
す
る
市
議
会
、
そ
し
て
全
体
を
指
揮
す
る
派
遣
議
員
と
い
う
構
造
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
に

伴
い
、
ク
ラ
ブ
は
市
民
に
よ
る
「
政
治
の
主
体
化
」
と
い
う
機
能
を
拡
大
し
て
い
っ
た
。
し
か
し
、
ク
ラ
ブ
は
行
政
機
関
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
の
自
律
性
、
「
自
由
」
と
い
う
編
成
原
理
を
喪
失
し
て
し
ま
っ
た
。
こ
こ
で
は
も
は
や
自
由
な
意
見
交
換
、
議
論
は
な
さ
れ
ず
、
公
権
力
に

対
す
る
批
判
的
能
力
は
失
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
ハ
ー
バ
ー
マ
ス
や
モ
ニ
エ
が
主
張
す
る
よ
う
な
、
議
論
に
基
づ
き
「
世

論
」
を
形
成
し
て
公
権
力
を
批
判
す
る
よ
う
な
「
公
共
空
間
」
は
、
そ
れ
が
「
市
民
的
」
に
し
ろ
「
人
民
的
」
に
し
ろ
、
革
命
期
に
順
調
に
は

発
展
し
な
い
。
九
三
年
秋
以
降
、
ク
ラ
ブ
の
活
動
は
一
層
展
開
し
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
公
権
力
と
同
化
し
て
お
り
、
「
公
共
空
間
」
は
内
部

崩
壊
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
ま
た
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
は
中
流
以
上
の
人
々
が
大
半
を
占
め
、
リ
ー
ダ
ー
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ

る
。
こ
れ
か
ら
プ
リ
ン
ト
ン
、
ケ
ネ
デ
ィ
ら
の
ク
ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
に
関
す
る
結
論
は
、
ル
ー
ア
ン
に
お
い
て
も
一
癒
妥
当
す
る
が
、
ル
ー
ア

ン
の
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
は
専
門
職
層
の
影
響
力
が
大
き
い
こ
と
が
特
徴
と
い
え
よ
う
。

　
以
上
の
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
の
活
動
に
つ
い
て
の
分
析
は
、
ジ
ャ
コ
バ
ン
独
裁
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
一
つ
の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
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イ
ー
で
あ
る
。
ル
ー
ア
ン
は
パ
リ
に
も
近
く
、
中
央
の
意
向
が
と
く
に
伝
わ
り
や
す
い
条
件
が
整
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
ク
ラ
ブ
・
派

遣
議
員
・
市
議
会
の
連
携
は
、
う
ま
く
独
裁
へ
と
対
応
し
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
ル
ー
ア
ン
の
事
例
に
つ
い
て
、
他
の
都
市
・
地
方
と
比

較
し
つ
つ
、
さ
ら
に
全
国
的
視
野
か
ら
考
察
を
深
め
る
こ
と
が
今
後
の
課
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
は
、
地
方
政
治
の
観
点
か
ら
フ
ラ
ン
ス
革
命

を
捉
え
直
す
試
み
に
連
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
本
稿
で
は
、
革
命
期
の
「
公
共
空
間
」
の
発
展
と
そ
れ
に
関
す
る
ク
ラ
ブ
の
役
割
を
積
極
的
に
評
価
し
な
か
っ
た
。
筆
者
は
ク
ラ
ブ
の
革
命

に
果
た
し
た
役
割
を
「
公
共
空
間
」
の
形
成
で
は
な
く
、
人
々
の
「
政
治
化
」
と
考
え
て
い
る
。
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
た
り
、
そ
れ
を
通
じ
て
行

政
機
関
に
入
っ
て
い
た
市
民
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
一
般
席
に
陣
取
っ
た
り
、
寄
付
行
為
を
通
じ
て
ク
ラ
ブ
に
参
加
す
る
者
、
ま
た
祭
典
に
参

加
す
る
者
も
、
ク
ラ
ブ
と
い
う
媒
体
を
通
じ
て
革
命
政
治
に
参
加
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
て
人
々
は
あ
ら
た
な
政
治
参
加
を
学
び
、

「
政
治
」
と
い
う
問
題
を
意
識
す
る
よ
う
な
心
性
を
も
つ
よ
う
に
な
る
。
政
治
的
文
化
変
容
と
い
っ
て
も
よ
い
、
こ
れ
ら
の
プ
ロ
セ
ス
に
は

「
公
共
空
間
」
の
基
盤
で
あ
る
議
論
は
、
必
ず
し
も
必
要
条
件
で
は
な
く
、
民
衆
層
に
も
開
放
さ
れ
て
い
る
点
で
も
「
市
民
的
公
共
空
間
」
と

は
異
な
る
。
そ
の
意
味
で
「
公
共
顧
問
」
で
は
な
く
、
新
し
い
「
政
治
」
意
識
を
持
っ
た
人
々
の
空
間
、
「
政
治
空
間
」
が
こ
の
時
期
か
ら
醸

成
さ
れ
て
い
く
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
治
的
経
験
が
ど
れ
ほ
ど
長
期
的
な
影
響
力
を
持
つ
の
か
、
ま
た
ク
ラ
ブ

の
メ
ン
バ
ー
た
ち
は
今
後
ど
の
よ
う
に
行
政
に
コ
ミ
ッ
ト
し
て
ゆ
く
の
か
と
い
う
課
題
や
、
ク
ラ
ブ
内
外
の
民
衆
運
動
を
検
討
す
る
必
要
が
あ

ろ
う
。
今
後
、
革
命
祭
典
や
テ
ル
ミ
ド
ー
ル
反
動
後
の
ル
ー
ア
ン
の
政
治
情
勢
の
考
察
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。

　
ま
た
本
稿
で
は
史
料
の
限
界
、
性
質
か
ら
、
ク
ラ
ブ
と
地
方
の
政
治
構
造
と
の
関
わ
り
を
述
べ
る
に
と
ど
ま
り
、
ル
ー
ア
ン
の
ク
ラ
ブ
と
パ

リ
お
よ
び
オ
ー
ト
・
ノ
ル
マ
ン
デ
ィ
ー
の
他
都
市
の
ク
ラ
ブ
と
の
関
係
や
、
国
民
衛
兵
な
ど
ル
ー
ア
ン
市
内
の
団
体
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
扱

わ
な
か
っ
た
。
こ
れ
ら
の
問
題
に
つ
い
て
も
稿
を
あ
ら
た
め
て
論
じ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
平
成
八
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
に
よ
る
研
究
成
果
の
～
部
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
京
都
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
　
京
都
府
京
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La　societ6　populaire　b　Rouen　pendant　la　R6volution　frangaise

par

TAKENAKA　Koji

　　Les　travaux　r6cents　sur　les　soci6t6s　politiques　dans　la　Revolution　frangaise　ont

une　forte　tendance　b　remarquer　la　sociabilit6　et　la　culture　politique．　Le　rQle　et　la

pratique　des　soci6t6s　sont　revaloris6s，　cependant　il　y　a　deux　questions：　le　rapport

entre　les　soci6tes　et　1’　adrninistration　locale，　et　la　pertinence　de　la　these　de　J．

Habermas　sur　ie　d6veloppement　de　1’　EsPace　Public　et　de　1’　OPinion　Publique

pendant　la　R6volution．　Cette　6tude　porte　sur　ces　deux　questions，　et　cite　la

soci6t6　populaire　a　Rouen　en　exemple．

Pendant　la　Revolution，　la　soci6t6　exergait　la　pression　sur　la　Commune　de

Rouen，　non　seulement　par　les　adresses，　mais　par　1’　organisation　de　la　Comite　de

Survemaance　et　1’　61ection　du　Conseil　g6n6ral　de　Rouen．　Apres　1’　an　g，　la　soci6te

pratiquait　les　activit6s　publjques，　par　exemple，　Ja　surveillance，　la　subsistance，　la

d6f6nse　nationale．　D’　aillieurs，　elle　s’　est　chang6e　en　1’　organe　public　par　le

decret　du　14　imaire　an　ll　．

　　Quant　a　la　question　de　la　sociabilit6　et　de　1’　EsPace　Public，　la　soci6t6　a　pris　le

caractere　de　la　sociabdit6　politique，　parce　qu’　eRe　6tait　la　piace　de　la　delib6ration

politique，　et　aussi　qu’　eile　se　changeait　en　1’　orgaRe　politique　par　degres，　et

encourageait　le　citoyen　2　participer　b　la　politique　dans　le　sens　6troit．　Or　pendant

la　premiere　p6riode　de　la　R6volution，　le　pouvoir　public　lt’intervenant　pas　dans　la

soci6t6，　elie　pouvait　donner　1’　oPinion　Pubtique　fond6e　sur　la　d6Kb6ration．　Mais

apres　1’an　n，　comme　la　societ6　s’est　chang6e　en　1’organe　public，　on　ne　pouvait　y

deliberer　librement．　Par　consequent，　1’　EsPace　Public　n’a　pu　se　developper

pendant　la　Terreur．　C’est－b－dire　que，　si　la　pratique　politique　de　la　soci6te

continuait　a　s’　61argir，　cela　ne　signifie　pas　le　d6veloppement　de　1’　EsPace　Public．
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